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序⽂

このガイドでは、構成ユーティリティを使⽤して、異なるタイプのインストールおよび展開のさまざまな
構成ファイルの設定を更新する⽅法について説明します。

TotalAgility ドキュメント
Kofax TotalAgility ドキュメント ページから、オンラインで完全なドキュメント セットにアクセスしま
す。

また、Kofax フルフィルメント サイトから⾔語ごとに TotalAgility ドキュメントを個別にダウンロードす
ることで、オフライン モードで TotalAgility ドキュメントにアクセスすることもできます。

完全なドキュメント セットと、オフライン モードでドキュメントにアクセスする⽅法については、
「Kofax TotalAgility 8.0.0 リリース ノート」を参照してください。

トレーニング
Kofax は、製品を最⼤限に活⽤するために役⽴つクラスルーム トレーニングおよびオンライン トレーニ
ングを提供しています。トレーニング コースとスケジュールの詳細については、Kofax の Web サイトに
ある Kofax Education Portal (Kofax エデュケーション ポータル) にアクセスしてください。

Kofax 製品のヘルプの⼊⼿
[Kofax Knowledge Portal (Kofax ナレッジ ポータル)] リポジトリにある記事の内容は定期的に更新さ
れ、Kofax 製品の最新情報について参照できます。製品に関してご不明の点がある場合は、Knowledge 
Portal で情報を検索することをお勧めします。

[Kofax Knowledge Portal] にアクセスするには、https://knowledge.kofax.com にアクセスしてくださ
い。
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 [Kofax Knowledge Portal] は Google Chrome、Mozilla Firefox、または Microsoft Edge 向けに最
適化されています。

[Kofax Knowledge Portal] は以下の内容を提供します。
• 強⼒な検索機能で必要な情報をすぐに⾒つけることができます。

[Search (検索)] ボックスに⽬的の語句を⼊⼒し、検索アイコンをクリックしてください。
• 製品情報、設定の詳細、リリース情報などのドキュメント。

記事を⾒つけるには、Knowledge Portal のホームページにアクセスし、製品に該当するソリューショ
ン ファミリを選択するか、[View All Products (すべての製品を表⽰)] ボタンをクリックします。

Knowledge Portal のホームページからは、次の操作を実⾏できます。
• Kofax Community (Kofax コミュニティ) へのアクセス (全カスタマー)。

[Resources (リソース)] メニューで、[Community (コミュニティ)] リンクをクリックします。
• Kofax Customer Portal (Kofax カスタマー ポータル) へのアクセス (⼀部のカスタマーのみ)。

[Support Portal Information (サポート ポータルの情報)] ページに移動し、[Log in to the Customer 
Portal (カスタマー ポータルにログイン)] をクリックします。

• Kofax Partner Portal (Kofax パートナー ポータル) へのアクセス (⼀部のパートナーのみ)。
[Support Portal Information] ページに移動し、[Log in to the Partner Portal (パートナー ポータル
にログイン)] をクリックします。

• Kofax サポート コミットメント、ライフサイクル ポリシー、電⼦フルフィルメントの詳細、セルフ
サービス ツールへのアクセス。
[Support Details (サポートの詳細)] ページに移動し、適切な記事を選択します。
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構成ユーティリティ

TotalAgility 構成ユーティリティを使⽤すると、各ファイルを個別に更新する代わりに、複数の構成ファ
イルの設定を⼀度に変更または更新できます。このユーティリティは、インストール ファイルの次の場
所にあります。…\\KofaxTotalAgility-7.11.0\Utilities\ConfigurationUtility

次のいずれかのモードでユーティリティを実⾏できます。
• [現在のインストールの構成]: このモードを使⽤して、TotalAgility の現在のインストールの構成設定を

表⽰および/または変更します。外部ファイルに設定を保存することも、外部ファイルから設定をロー
ドすることもできます。「現在のインストールの構成設定」を参照してください。

• [Docker モード]: このモードを使⽤して、コンテナの実⾏に使⽤できる Docker 設定ファイルを作成し
ます。値を⼊⼒するか、外部ファイルから値をロードすることができます。
Docker モードで、データベース接続⽂字列、パスワードなどの機密情報を格納するために
Kubernetes シークレットを使⽤している場合は、[Kubernetes のサポート] チェック ボックスをオ
ンにします。たとえば、MainDBConnectionString のアプリケーション設定を Secret として使⽤する
場合を考えてみます。Docker イメージをビルドして Kubernetes にデプロイする前に、シークレット
に必要な変更を加える必要があります。(デフォルト: クリア)

現在のインストールのユーティリティを実⾏すると、展開の種類 (オンプレミス、オンプレミス マルチテ
ナント、および統合サーバー) とインストールの種類 (Web、アプリケーション、およびWeb/アプリ⼀体
型サーバー) に基づいて、さまざまなタブの下に設定が表⽰されます。次の構成ファイルが影響を受けま
す。

構成ファイル 場所

Web.config ..\\Agility.Server.Web

Agility.Server.Core.WorkerService.exe.config ..\\CoreWorkerService

Kofax.CEBPM.CPUServer.ServiceHost.exe.config ..\\Transformation Server

Kofax.CEBPM.Reporting.TAService.exe.config ..\\Reporting

Agility.Server.StreamingService.exe.config ..\\Agility.Server.Web for a Web server
..\\CoreWorkerService for an Application server

Agility.Server.Core.ExportService.exe.config ..\\CoreWorkerService

Agility.Server.Core.Executor.exe.config ..\\CoreWorkerService
..\\Agility.Server.Web
..\\Reporting
..\\Transformation Server
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ユーティリティを Docker モードで実⾏すると、設定が変更された DockerSettings.env ファイルが⽣成
されます。

IP アドレスを使⽤する SQL Server Management Studio を使⽤して、データベースがセットアップさ
れたデータベース サーバーにリモートで接続できるかどうかを確認することをお勧めします。これによ
り、Docker コンテナが問題なくデータベース サーバーに接続されていることが確認されます。構成ユー
ティリティを実⾏するユーザーには、構成ファイル上の読み取りおよび書き込み権限と、TotalAgility
データベース (オンプレミス環境⽤) およびマスター テナント データベース (オンプレミス マルチテナン
ト環境⽤) へのアクセス権が必要です。


• 通常、マシン名は Docker コンテナ内で解決できないため、データベース サーバーには IP アドレス

を使⽤することをお勧めします。
• ファイアウォールは、SQL Server へのリモート アクセスを許可する必要があります。
• ユーザーは Windows 認証なしでもアクセスできるため、混合モードでのリモート アクセスを許可

するように SQL Server を構成します。
• 分割データベースを使⽤するには、メイン データベースと終了済みジョブのデータベースが同じ

データベースを指し、同じデータベース サーバーに存在するようにします。これは、Microsoft が現
在 Docker コンテナで MSDTC をサポートしていないためです。

• マシン名が必要な場合は、コンテナのマシン名を使⽤します。たとえば、以下の docker run コマン
ドでは、「container1」はコンテナのマシン名です。
docker run -it --hostname "container1" --env-file "C:\Docker\TotalAgility
\dockersettings.env" -p 5000:80 kofaxop

• 名前付きパイプ プロトコルが機能しないため、SQL Server の TCP/IP プロトコルを有効にします。

構成ユーティリティの実⾏
1. TotalAgility インストール ファイルの TotalAgility\Utilities\ConfigurationUtility に

移動します。

 構成ユーティリティを Docker モードで実⾏する場合、ユーティリティはその場所から実⾏さ
れるため、インストール フォルダの構造を変更しないことをお勧めします。

2. KTAConfigurationUtility.exe を実⾏します。
[設定エディタ ツール] ダイアログ ボックスが表⽰されます。
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3. 次のいずれかを実⾏します。

オプション 説明

現在の
TotalAgility の
インストールの
構成設定を表⽰
または変更しま
す。

a. [現在のインストールの構成] (デフォルト) を選択します。

b. [OK] をクリックします。
プロンプトで、サービスを⾃動的に停⽌するかどうかを確認します。

 設定を変更する場合は、サービスを⾃動的に停⽌するように選択することを
お勧めします。設定を表⽰するだけの場合は、サービスを停⽌する必要はあり
ません。

[構成] ウィンドウには、展開のタイプとインストールのタイプに基づいてタブごと
にグループ化された設定が表⽰されます。

c. [⼀般] タブには、複数の構成ファイルに共通の設定が表⽰されます。各タブをクリッ
クし、必要に応じて変更を加えます。
または、既存のファイルから変更した設定を読み込むには、[テキスト ファイルから
ロード] を選択して、構成の変更がすでに⾏われているテキスト ファイルを選択しま
す。

d. 新しい構成設定をテキスト ファイルに保存し、必要なときに再利⽤するには、[テキ
スト ファイルに保存] をクリックします。

e. [保存] をクリックします。
変更された設定を使⽤して構成ファイルが更新されます。
エラーを報告するログ ファイルが⽣成されます (エラーがある場合)。

f. 更新された変更は、サービスが再起動されたときにのみ有効になります。プロンプ
トで [はい] をクリックして、サービスの⾃動再起動を確認します。

Docker モードで
ユーティリティを
実⾏して、コン
テナの実⾏に使
⽤できる Docker
設定ファイルを
作成します。

a. [Docker モード] を選択します。

b. [OK] をクリックします。
[構成] ウィンドウには、Docker コンテナ タイプに基づいたタブごとにグループ化さ
れた設定が表⽰されます。デフォルトでは、完全インストール タイプの設定が表⽰
されます。

c. [Docker コンテナ タイプ] リストで、コンテナ タイプを選択します。利⽤可能な
コンテナ タイプは、[完全インストール] (デフォルト)、[Web]、[Web およびアプ
リ]、[アプリ]、[RTTS]、[レポート]、[Transformation Server]、[ライセンス] です。
選択した Docker コンテナ タイプに基づいて、さまざまなタブに構成設定とデフォ
ルト値が適宜表⽰されます。ただし、設定値は必要に応じて変更できます。

d. [⼀般] タブには、複数の構成ファイルに共通の設定が表⽰されます。各タブをクリッ
クし、必要に応じて構成設定に変更を加えます。
または、既存のファイルから変更した設定を読み込むには、[テキスト ファイルから
ロード] を選択して、構成の変更がすでに⾏われているテキスト ファイルを選択しま
す。

e. 新しい構成設定をテキスト ファイルに保存し、再利⽤するには、[テキスト ファイ
ルに保存] をクリックします。

f. [Docker 設定の保存] をクリックします。
DockerSettings.env ファイルは、変更された設定を使⽤して正常に⽣成されます。
エラーを報告するログ ファイルが⽣成されます (エラーがある場合)。
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構成ユーティリティをサイレント モードで実⾏する
構成ユーティリティは、Docker または⾮ Docker モードでサイレント モードで実⾏することができま
す。これにより、同じ構成を、同じ構成設定があるTotalAgility サーバーの複数のインスタンスに⾃動
的に適⽤できます。たとえば、TotalAgility が展開された環境で、同じ構成設定を共有する複数の Core 
Worker サーバーがある場合があります。このような場合、サイレント モード構成を使⽤することで、同
様な構成ファイルに構成を⾃動的に適⽤できます。

1. コマンド プロンプトで、コマンド ラインを KTAConfigurationUtility.exe ファイルのルート ディレ
クトリに変更します。

2. 次のいずれかを実⾏します。
• ⾮ Docker モードの場合は、KTAConfigurationUtility.exe "/Silent" "[テキスト ファ

イル パス]/ConfigSettings_OnPremise_ FullInstall.txt" "false" を実⾏します。
この場合、ConfigSettings_OnPremise_FullInstall.txt は構成設定を含むテキスト ファイルです。

• Docker モードの場合は、KTAConfigurationUtility.exe "/Silent" "[テキスト ファイ
ル パス]/ConfigSettings_OnPremise_FullInstall.txt" "true" を実⾏します。この
場合、ConfigSettings_OnPremise_FullInstall.txt は構成設定を含むテキスト ファイルです。

構成ユーティリティが⾃動的に実⾏され、⾮ Docker モードのテキスト ファイルの設定に
従って構成設定が更新されます。Docker モードでは、テキスト ファイルで指定された設定で
DockerSettings.env ファイルが⽣成されます。
エラーを報告するログ ファイルが⽣成されます (エラーがある場合)。
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現在のインストールの構成設定

このセクションでは、さまざまな展開およびインストール タイプの構成設定について説明します。

次の構成設定を参照してください。
• オンプレミス設定
• オンプレミス マルチテナント設定
• Transformation Server のみの設定
• リアル タイム Transformation サービスの設定
• 統合サーバーの設定
• レポート サーバーのインストール

オンプレミス
このセクションでは、TotalAgility オンプレミスの展開タイプの構成設定について説明します。

⼀般
このタブには、TotalAgility オンプレミス インストール向けにインストールされているデータベースが表
⽰されます。これらの設定は、Web サーバー、アプリケーション サーバー、Web/アプリ⼀体型サーバー
のインストール タイプに対して表⽰されます。
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ラベル 構成設定 説明

[メイン] MainDBConnectionString TotalAgility データベース サーバーのメイン
データベース接続⽂字列を指定します。
各データベースにデータベース サーバーを指
定する場合は、次の⼿順を実⾏します。デー
タベース名を変更します。[サーバー] の省略
記号をクリックし、使⽤可能なサーバーのリ
ストからインストールする SQL サーバーの
データベース サーバーを選択します。[セキュ
リティ] グループの [認証] リストで、データ
ベース サーバー モードが [SQL Server (SSL 不
使⽤)] の場合は [Windows 認証] または [SQL 
Server 認証] を使⽤し、データベース サーバー
モードが [SQL Azure] の場合は [SQL Server 認
証]/[Azure Active Directory - パスワード] を
使⽤します。[SQL Server 認証] と [Azure Active 
Directory - パスワード] オプションのユーザー
名とパスワードを⼊⼒し、[OK] をクリックしま
す。

 Docker モードでデータベースを変更
するには、データベース名を変更し、デー
タベースが存在するサーバーを指定しま
す。Docker ではマシン名がサポートされな
いため、Docker モードの場合はデータベー
ス サーバーの IP アドレスを指定します。

これをすべてのデータベースに対して実⾏しま
す。

[監査] AuditDBConnectionString TotalAgility データベース サーバーの監査データ
ベース接続⽂字列を指定します。

[終了済みジョブ] ArchiveDBConnectionString TotalAgility データベース サーバーのアーカイブ
データベース接続⽂字列を指定します。

[データ レイヤー] メイン データベースのテーブル
SERVER_DATA から読み取ります。

 メイン データベースの詳細
情報を誤って⼊⼒した場合、ま
たはメイン データベースにアク
セスできない場合は、構成ツー
ルの実⾏元でエラーが発⽣しま
す。

TotalAgility データベース サーバーのデータ レ
イヤー データベース接続⽂字列を指定します。

[レポート] ReportingMainDBConnectionString TotalAgility データベース サーバーのレポート
データベース接続⽂字列を指定します。
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ラベル 構成設定 説明

[ステージング] ReportingStagingDBConnectionSt 
ring

TotalAgility データベース サーバーのレポート
ステージング データベース接続⽂字列を指定し
ます。

インストールのタイプに基づいて、設定の変更は次の構成ファイルに適⽤されます。
• Web.config

• Agility.Server.Core.WorkerService.exe.config

• Kofax.CEBPM.CPUServer.ServiceHost.exe.config

• Kofax.CEBPM.Reporting.TAService.exe.config

• Agility.Server.StreamingService.exe.config

• Agility.Server.Core.ExportService.exe.config

ドキュメント データベースの値は、SERVER_DATA.CEBPM_SETTINGS 列内で保持されます。

Web
このタブを使⽤できるのは、TotalAgility オンプレミス Web サーバーおよび Web/アプリ⼀体型サーバー
のインストール タイプのみです。

ラベル 構成設定 説明

[コア サービスの場所] CoreServicesLocation コア サービスの場所を指定します。

 この設定を使⽤できるのは、Web サーバーの
インストールのみです。
SSL を有効にしている場合は、HTTPS コア サー
ビスの場所を⼊⼒します。

「コア サービスの場所の構成に関する追加情報」を参
照してくださいコア サービスの場所の構成に関する追
加情報
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ラベル 構成設定 説明

[クロス オリジン リソース共
有]

CorsAllowedOrigins クロス オリジン リソース共有の実⾏を許可されたド
メインを指定します。
たとえば、2 つのドメインがある場合に、アプリケー
ション サーバー上の Kofax TotalAgility SDK API への
アクセスを許可するには、次のように設定を構成しま
す。
<add key="CorsAllowedOrigins" 
value="http://sub-domain1.sub-
domain2.domain1.com,http://domain2"/>

すべてのドメインにアクセスを許可するには、次のよ
うに設定を構成します。
<add key="CorsAllowedOrigins" value="*"/
>

 「値 = ""」の設定は、CORS が有効になって
いないことを意味します。

[オンライン ヘルプの URL] OnlineHelpURL TotalAgility オンライン ヘルプの場所を指定します。

[展開されたフォームの縮⼩] MinifyDeployedForms フォーム Designer によって展開された JavaScript
ファイルを縮⼩するかどうかを指定します。

[アンチ CSRF ターゲット ホ
スト名]

TargetHostName Anti-CSRF トークンを検証するためのターゲット名
(Web サーバーの FQDN) を指定します。この名前
は、TotalAgility Web サーバーのホスト/ドメイン名で
ある必要があります。

 ホスト名は、ブラウザの URL で指定された
ものと同じホスト/ドメインである必要がありま
す。

[アンチ CSRF ターゲット
ポート番号]

TargetPortNo Anti-CSRF トークンを検証するためのターゲット ポー
ト番号 (Web サイトのポート番号) を指定します。こ
れは、TotalAgility Web サーバーのポート番号である
必要があります。ポート番号を指定するのは、ブラウ
ザの URL で必要な場合のみです。

 ポートは、ブラウザの URL と同じポート番号
が必要です。
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Kofax TotalAgility 構成ユーティリティ ガイド

ラベル 構成設定 説明

[Cookie にホスト プレフィッ
クスを使⽤する]

UseHostPrefixforCookies 「Cookie のホスト プレフィックス」を有効にしま
す。このブラウザ機能を使⽤すると、TotalAgility 
Cookie 名の前に "__HOST-" を付加して、Cookie のセ
キュリティを⾼めることができます。Cookie 名がこ
のフラグで始まる場合、サポート ブラウザの Cookie
に対して追加のブラウザ ポリシーがトリガーされま
す。Host というプレフィックスがついた Cookie は、
これが設定されている同じドメインからのみアクセス
できます。つまり、サブドメインでは Cookie 値を上
書きできなくなります。また、HTTPS サイトからの
み Cookie にアクセスできるようになります。これに
より、攻撃者が安全ではない偽装サイトを使⽤してセ
キュアな Cookie を上書きした場合でも、Cookie が保
護されます。

 デフォルトでは、「Cookie のホスト プレ
フィックス」設定は有効になっていません。これ
は、TotalAgility によって作成された Cookie のパ
スが「/TotalAgility」に指定されていて、Cookie
が「/TotalAgility」(Web サイト名) に保存される
ことを意味します。この設定が有効になっている
場合は、同じサーバーにホストされている任意
のアプリケーションが Cookie にアクセスできま
す。この設定が有効な場合、TotalAgility によっ
て作成された Cookie のパスは「/」に設定されま
す。これは、Cookie で「__HOST」プレフィック
スを使⽤するには、常に Cookie のパスを「/」に
設定する必要があるためです。

[KCM サーバー URL] CCMServerURL KCM (Kofax Communication Manager) サーバーの
URL を次の形式で⼊⼒します。
http(s)://<KCMServer>:<Portnum>

KCM サーバーの IP アドレスとポート番号を指定しま
す。

[KCM プロキシ URL] CCMProxyURL KCM サーバーと通信するために KCM コントロールが
使⽤する KCM プロキシの場所を指定します。

[リプレイ保護を有効にする] EnableReplayProtection HTTP リクエストごとの検証を有効にして、リプレイ
攻撃を防ぎます。(デフォルト: クリア)
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Kofax TotalAgility 構成ユーティリティ ガイド

ラベル 構成設定 説明

[インバウンド認証]
• ⼿動ログオンを使⽤する

HTTP
• ⼿動ログオンを使⽤する

HTTPS
• Windows 認証を使⽤する

HTTP
• Windows 認証を使⽤する

HTTPS
• ⼿動および Windows 認証

を使⽤する HTTP
• ⼿動および Windows 認証

を使⽤する HTTPS

「system.serviceModel/
bindings 」の
「security」セクション
を参照してください。

サーバーの認証モードを指定します。


• 認証モードを HTTP から HTTPS またはその逆

に変更する前に、IIS で SSL を有効にする必要
があります。そうしないと、サーバーが保護さ
れていないままになる可能性があります。ま
た、coreserviceslocation および Streaming 
Service のベース アドレスを更新する必要があ
ります。

• ⼿動および Windows 認証タイプを使⽤する
には、IIS で匿名認証モードと Windows 認証
モードの両⽅を有効にする必要があります。

• 認証タイプを⼿動および Windows 認証に変更
すると、Windows 認証が失敗した場合に⼿動
ログインにリダイレクトされます。

• 選択したインバウンド認証に基づいて、[スト
リーミング] タブの Streaming Service URL に
HTTP/HTTPS を指定します。

[アウトバウンド認証]
• ⼿動ログオンを使⽤する

HTTP
• ⼿動ログオンを使⽤する

HTTPS
• Windows 認証を使⽤する

HTTP
• Windows 認証を使⽤する

HTTPS

「system.serviceModel/
bindings 」の
「security」セクション
を参照してください。

Web サーバーとアプリ サーバー間の通信を指定し
ます。この設定により、TotalAgility Web および
Streaming Service 構成ファイル内の関連するコア
サービスのバインドが更新されます。この設定を使⽤
できるのは、Web サーバーです。
アウトバウンド認証として HTTP を選択すると、Web
タブの コア サービスの場所の URL でも HTTP を選択
する必要があり、その逆も同様です。

設定の変更は、次の構成ファイルに適⽤されます。
• Web.config

• Agility.Server.StreamingService.exe.config

コア サービスの場所の構成に関する追加情報
⾮ Docker モードでは、Web サーバーでコア サービスの場所を構成するときに、以下の例に⽰すように
インストール中に場所を設定します。
• ⾮ SSL の場合: http://[アプリ サーバー コンピュータ名]/[TotalAgility Web サイト名]/
services/core

• SSL の場合: https://[アプリ サーバー コンピュータ名]/[TotalAgility Web サイト名]/
services/core
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Kofax TotalAgility 構成ユーティリティ ガイド

Docker モードでは、構成ユーティリティを使⽤して、ホストマシン名とアプリケーション サーバーのコ
ンテナ ポート番号を指定することにより、場所を設定できます。そうすることで、アプリ コンテナの IP
アドレスが変更された場合に、アプリ コンテナまたは Web コンテナのホスト ファイルまたは DNS エン
トリを更新する必要がなくなります。例:
• ⾮ SSL の場合: http://[アプリ サーバー ホスト コンピュータ名]:5000/[TotalAgility Web

サイト名]/services/core

5000 はアプリケーション サーバー コンテナのポート番号。
• SSL の場合: https://[アプリ サーバー ホスト コンピュータ名]:5000/[TotalAgility Web サ

イト名]/services/core

5000 はアプリケーション サーバー コンテナのポート番号。

アプリサーバー名は Web サーバー上で解決する必要があります。これらのサーバーが同じドメインにあ
る場合、この処理は⾃動的に⾏われます。必要に応じて、Web サーバー上のホスト ファイルを更新する
か、DNS サーバーを使⽤して、この処理を⼿動で⾏うことができます。
• ⾮ Docker モードの場合は、アプリケーション サーバー名の IP アドレスを追加します。
• Docker モードの場合は、ホストマシン名の IP アドレスを追加します。

アプリ
このタブを使⽤できるのは、TotalAgility オンプレミス アプリケーション サーバーおよび Web/アプリ⼀
体型サーバーのインストール環境のみです。

ラベル 構成設定 説明

[Transformation 
Server ポート]

TSExternalServicePortForSyncPr 
ocessing

この設定は、ローカルな Transformation Server
インスタンスにアクセスするためのポート番号を
指定します。(デフォルト値: 9001)

[発信 HTTP 接続制限] OutgoingHttpConnectionLimit この設定により、発信 HTTP リクエストに RPA 統
合を使⽤する場合の、ターゲット RPA サーバー
への発信 HTTP 接続の数を指定します。

[インバウンド認証]
• ⼿動ログオンを使⽤す

る HTTP
• ⼿動ログオンを使⽤す

る HTTPS
• Windows 認証を使⽤

する HTTP
• Windows 認証を使⽤

する HTTPS

「system.serviceModel/
bindings 」の「security」セク
ションを参照してください。

Web サーバーとアプリ サーバー間の通信を
指定します。この設定により、TotalAgility 
Web.config および Streaming Service 構成ファ
イル内の関連するコア サービスのバインドが更新
されます。この設定を使⽤できるのは、Web サー
バーのみです。
[ストリーミング] タブで、選択した受信認証に基
づいて HTTP または HTTPS で Streaming Service 
URL を指定します。
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Kofax TotalAgility 構成ユーティリティ ガイド

ラベル 構成設定 説明

[ロギングの有効化]
• ロギングなし
• I/O を含むロギング
• I/O を含まないロギン

グ

EnableLogging この設定により、Unity のロギングが有効にな
り、TotalAgility で Unity の依存関係エラーを診
断することでエラー レポートが改善されます。
デフォルトでは、Unity 依存関係のエラーに対し
て⽣成されるログ ファイルはなく、ログ ファイ
ルのパスはデフォルトで現在のフォルダになりま
す。
ただし、⼊⼒と出⼒を使⽤して、または使⽤せず
にログ ファイルを⽣成することを選択できます。

設定の変更は、次の構成ファイルに適⽤されます。
• Web.config

• Agility.Server.Core.WorkerService.exe.config

• Agility.Server.Core.ExportService.exe.config

• Agility.Server.StreamingService.exe.config

• Kofax.CEBPM.Reporting.TAService.exe.config

Core Worker
このタブを使⽤できるのは、TotalAgility オンプレミス アプリケーション サーバーおよび Web/アプリ⼀
体型サーバーのインストール環境のみです。

ラベル 構成設定 説明

[ワーカー タスクのポーリング
間隔]

CoreWorkerIntervalInSeconds システムが期限内のメモリ内のワーカー
タスクをチェックする頻度を指定します。

[データベース ワーカー タス
クのポーリング間隔]

CoreWorkerDBIntervalInSeconds システムが適切なデータベース ワーカー
タスクをポーリングする頻度を指定しま
す。

[ワーカー タスクのタイムアウ
ト間隔]

CoreWorkerResetTaskIntervalInSeco 
nds

システムがタイムアウトしたワーカー タ
スクをチェックする頻度を指定します。
デフォルトでは、ワーカー タスクごとに
割り当てられるタイムアウト間隔は 300
秒です。

[ポーリング タイムアウト ア
クティビティのリセット間隔]

CoreWorkerResetActivityIntervalIn 
Seconds

Core Worker がタイムアウトしたアク
ティビティをチェックする頻度を指定しま
す。

[アクティビティのタイムアウ
ト間隔]

CoreWorkerActivityTimeoutInterval 
InMinutes

アクティビティがタイムアウトするまでの
期間を定義します。アクティビティは、対
応するタスクが実⾏されるときのみ解放
されます。

[インポートするメッセージ/ド
キュメントの最⼤数]

MaximumNumberofMessagesToIm 
port

ドキュメントの取り込み⽤にインポート
するドキュメントまたはメッセージの最
⼤数を指定します。
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ラベル 構成設定 説明

[最⼤作業キュー タスク サイ
ズ]

CoreWorkerWorkQueueSize Core Worker が取得できるタスクの最⼤
数を指定します。

[最⼤ジョブ評価のタスク サイ
ズ]

MaximumNumberofEvaluateJobTask 
sToTake

取得するジョブ評価タスクの最⼤数を指
定します。

[アクティビティの順序] CoreWorkerActivityOrder 処理⽤にアクティビティが実⾏される順序
を指定します。
• アクティビティの優先度 = 0
• アクティビティの期限 = 1
• アクティビティの優先度期限 = 2
• アクティビティの期限

優先度 = 3
• ジョブの優先度 = 4
• ジョブの期限 = 5
• ジョブの優先度期限 = 6
• ジョブの期限の優先度 = 7

[ロックする最⼤アクティビ
ティ数]

MaximumNumberOfActivitiesToLock Core Worker が⾃動アクティビティの実
⾏をポーリングするときにロックする⾃
動アクティビティの数を指定します。
デフォルト値は 32 です。

[Import Connector 名] ImportConnectorName 管理者は、Core Worker が使⽤するイン
ポート接続を明⽰的に指定できます。(デ
フォルト: すべて)
この設定は、複数の Core Worker が設定
されている場合に便利です。

[パフォーマンス ロギングが有
効]

PerformanceLoggingEnabled ログ ファイルにログインするパフォーマ
ンス カウンターを有効にします。
パフォーマンス監視カウンターの詳細に
ついては、次のガイドを参照してくださ
い。
• 『Kofax TotalAgility 管理者ガイド』の

パフォーマンス カウンターの使⽤⽅法
に関するセクション。

• 『Kofax TotalAgility インストール ガイ
ド』のパフォーマンス監視カウンター
の追加に関するセクション。

[スレッド プール モニタリン
グ間隔]

CoreWorkerThreadPoolMonitoring 
Interval
InSeconds

スレッド プールが内部スレッドを監視す
る頻度を定義します。現在、監視はスレッ
ドのタイムアウトをチェックするために
⾏われ、⾃動アクティビティ タイプのス
レッド プールにのみ適⽤されます。
デフォルト値は 60 です。
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ラベル 構成設定 説明

[アーカイブ ジョブとワーカー
タスクの取得]

ArchiveDeleteWorkerTasksToRetriev 
e

実⾏のために取得する、アーカイブ ジョ
ブと DeleteItem ⾮システム レベルの
ワーカー タスクの数を指定します。
デフォルト値は 50 です。

[アーカイブ ジョブとワーカー
タスクの再試⾏‐秒間隔]

ArchiveDeleteRetryIntervalInSecon 
ds

アーカイブ ジョブおよび DeleteItem ⾮
システム レベル ワーカー タスクを実⾏す
る次の期⽇を計算するための最⼤期間を
秒単位で指定します。
デフォルト値は 0 です。

[⾃動アクティビティ プール
ID]

AutoActivitiesPoolId この設定は、⾃動アクティビティのスレッ
ド プール ID を指定します。

[⾃動アクティビティ プール名] AutoActivitiesPoolName この設定は、⾃動アクティビティのスレッ
ド プール名を指定します。

[ジョブ スレッド プール サイ
ズのアップグレード]

UpgradeJobsThreadPoolSize この設定は、アップグレード ジョブのス
レッド プールのサイズを指定します。ス
レッド プールのサイズがいっぱいの場
合、Core Worker は、タスクを追加する
スペースができるまで待機します。

[リプレイ保護を有効にする] EnableReplayProtection この設定により、HTTP リクエストごとの
検証が有効になり、リプレイ攻撃を防ぐ
ことができます。(デフォルト: クリア)

[リクエスト トークンのタイム
アウト間隔 (分単位)]

RequestTokenTimeoutIntervalinM 
inutes

この設定により、リプレイ保護に使⽤さ
れる、参照されていないリクエスト トー
クンをクリアする間隔を指定します。

[発信 HTTP 接続制限] OutgoingHttpConnectionLimit この設定により、発信 HTTP リクエスト
に RPA 統合を使⽤する場合の、ターゲッ
ト RPA サーバーへの発信 HTTP 接続の数
を指定します。

[ロギングの有効化]
• ロギングなし
• I/O を含むロギング
• I/O を含まないロギング

EnableLogging この設定により、Unity のロギングが有効
になり、TotalAgility で Unity の依存関係
エラーを診断することでエラー レポート
が改善されます。デフォルトでは、Unity
依存関係のエラーに対して⽣成されるロ
グ ファイルはなく、ログ ファイルのパス
はデフォルトで現在のフォルダになりま
す。ただし、⼊⼒と出⼒を使⽤して、また
は使⽤せずにログ ファイルを⽣成するこ
とを選択できます。

[⾃動アクティビティ スレッド
プール サイズ]

CoreWorkerMaxAutoActivityThrea 
dPoolSize

この設定は、⾃動アクティビティ スレッ
ド プールの最⼤サイズを指定します。ス
レッド プールのサイズがいっぱいの場
合、Core Worker は、タスクを追加する
スペースができるまで待機します。

20



Kofax TotalAgility 構成ユーティリティ ガイド

ラベル 構成設定 説明

[ジョブ スレッド プール サイ
ズ]

CoreWorkerMaxJobThreadPoolSize この設定は、ジョブ スレッド プールの最
⼤サイズを指定します。スレッド プール
のサイズがいっぱいの場合、Core Worker
は、タスクを追加するスペースができる
まで待機します。

[プロセス アクティビティ ス
レッド プール サイズ]

CoreWorkerMaxProcessActivitiesThr 
eadPoolSize

この設定は、プロセス アクティビティ ス
レッド プールの最⼤サイズを指定しま
す。スレッド プールのサイズがいっぱい
の場合、Core Worker は、タスクを追加
するスペースができるまで待機します。

設定の変更は Agility.Server.Core.WorkerService.exe.config にのみ適⽤されます。

エクスポート ワーカー
このタブを使⽤できるのは、TotalAgility オンプレミス アプリケーション サーバーおよび Web/アプリ⼀
体型サーバーのインストール環境のみです。

ラベル 構成設定 説明

[アクティビティの順序] CoreWorkerActivityOrder 処理⽤にアクティビティが実⾏される順序を指
定します。
• アクティビティの優先度 = 0
• アクティビティの期限 = 1
• アクティビティの優先度期限 = 2
• アクティビティの期限の優先度 = 3
• ジョブの優先度 = 4
• ジョブの期限 = 5
• ジョブの優先度期限 = 6
• ジョブの期限の優先度 = 7

[ポーリング タイムアウト
アクティビティのリセット
間隔]

CoreWorkerResetActivityIntervalIn 
Seconds

Core Worker がタイムアウトしたアクティビ
ティをチェックする頻度を指定します。

[アクティビティのタイム
アウト間隔]

CoreWorkerActivityTimeoutInterval 
InMinutes

アクティビティがタイムアウトするまでの期間
を定義します。アクティビティは、対応するタ
スクが実⾏されるときのみ解放されます。
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ラベル 構成設定 説明

[パフォーマンス ロギング
が有効]

PerformanceLoggingEnabled ログ ファイルにログインするパフォーマンス
カウンターを有効にします。
パフォーマンス監視カウンターの詳細について
は、次のガイドを参照してください。
• 『Kofax TotalAgility 管理者ガイド』のパ

フォーマンス カウンターの使⽤⽅法に関す
るセクション。

• 『Kofax TotalAgility インストール ガイド』
のパフォーマンス監視カウンターの追加に関
するセクション。

設定の変更は、次の構成ファイルに適⽤されます。
• Agility.Server.Web\bin\Agility.Server.ExportConnector.exe.config

• CoreWorkerService\Agility.Server.Core.ExportWorker.Host.exe.config

Transformation Server
Transformation Server は、TotalAgility をインストールするときにインストールできます。ま
た、Transformation Server を別途インストールすることもできます。TotalAgility のインストール時に
リアル タイム Transformation サービス モードを選択した場合、Transformation Server を別のモード
でインストールすることもできます。

このタブを使⽤できるのは、Transformation Server アプリケーション サーバーおよび Web/アプリ⼀体
型サーバーのインストール環境⽤に TotalAgility をインストールするときに TotalAgility をインストール
する場合のみです。

Transformation Server を個別にインストールする場合、構成設定を変更するには、「Transformation 
Server のみ」を参照してください。

TotalAgility をリアルタイム Transformation サービス モードでインストールするように選択した場合、
構成設定を変更するには、「リアル タイム Transformation サービス」を参照してください。

ラベル 構成設定 説明

[プール名] PoolName Transformation Server が処理する場合の元に
なるプールを指定します。

[スロットの最⼤数] MaxProcessingSlotsNumber アイドル状態のバックグラウンド プロセスを除
いて、同時に実⾏できる CPU 集約型のバックグ
ラウンド プロセスの数を指定します。(デフォル
ト: 0)
処理スロットの最⼤数は、次の式を使⽤して決
定されます。
(int)Math.Round(Environment.

ProcessorCount * 1.25)
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ラベル 構成設定 説明

[アクティビティの順序] TransformationServiceActivityO 
rder

処理⽤にアクティビティが実⾏される順序を指
定します。
• アクティビティの優先度 = 0
• アクティビティの期限 = 1
• アクティビティの優先度期限 = 2
• アクティビティの期限の優先度 = 3
• ジョブの優先度 = 4
• ジョブの期限 = 5
• ジョブの優先度期限 = 6
• ジョブの期限の優先度 = 7

[予約済みスロットの数] ReservedSlotsNumber プッシュされた優先度の⾼いアクティビ
ティ (同期呼び出しなど) ⽤に予約されている
Transformation Server のスロットの数を⼊⼒
します。

[TCP/IP ポート番号] 次のセクションのベース アド
レスのポート番号を参照しま
す。system.serviceModel/
services/service/host/
baseAddresses

Transformation サービスのベース アドレスの
ポート番号を指定します。
Transformation Server のポート番号を⼊⼒し
ます。

[アクティビティのタイム
アウト間隔 (分単位)]

ResetActivitesIntervalMinutes この設定は、アクティビティがタイムアウト
するまでの期間を定義します。アクティビティ
は、対応するタスクが実⾏されるときのみ解放
されます。

[ポーリング タイムアウト
アクティビティのリセット
間隔 (分単位)]

TakenActivitiesResetTimeoutInM 
inutes

この設定は、Transformation Server がタイム
アウトしたアクティビティをチェックする頻度
を指定します。

[オンライン ラーニングの
有効化]

OnlineLearningExecutionEnabled 選択した場合、この Transformation Server イ
ンスタンスのオンライン ラーニング タスクの処
理が有効になります。

[同期アクティビティの処
理を有効化]

EnableSynchronousCalls 選択した場合、同期「プッシュ」呼び出しの処
理が有効になります。

[同期アクティビティのみ
を処理]

SynchronousOnlyProcessing 選択した場合、Transformation Server は同期
キャプチャ プロセスにのみ使⽤され、⾃動アク
ティビティをポーリングしないように指定され
ます。

設定の変更は、Kofax.CEBPM.CPUServer.ServiceHost.exe.config にのみ適⽤されます。

ストリーミング
このタブは TotalAgility オンプレミス アプリケーション サーバー、Web サーバー、および Web/アプリ
⼀体型サーバーのインストール タイプに利⽤できます。
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ラベル 構成設定 説明

[ベース アドレス] 次のセクションの
下の baseAddress
を参照してくださ
い。system.serviceModel/
services/service/host/
baseAddresses。

Streaming Service のベース アドレスを次の
形式で⼊⼒します。
http(s)://<Server>:<Portnum>

サーバーの FQDN とポート番号を指定しま
す。

[ロギングの有効化]
• ロギングなし
• I/O を含むロギング
• I/O を含まないロギング

EnableLogging Unity ロギングが有効になり、TotalAgility で
Unity の依存関係エラーを診断することでエ
ラー レポートが改善されます。デフォルトで
は、Unity 依存関係のエラーに対して⽣成さ
れるログ ファイルはなく、ログ ファイルの
パスはデフォルトで現在のフォルダになりま
す。ただし、⼊⼒と出⼒を使⽤して、または
使⽤せずにログ ファイルを⽣成することを
選択できます。

[パッケージ コンテンツの最⼤サ
イズ (MB)]

PackageContentMaxSize インポートできるファイルの最⼤サイズ。
ファイルのサイズが設定された制限を超える
場合、エラーが表⽰され、システムはそれら
のファイルのインポートを制限します。(デ
フォルト: 2000)

設定の変更は Agility.Server.StreamingService.exe.config にのみ適⽤されます。

ジョブ スレッド プール
ジョブ スレッドでは、ジョブの評価、例外ジョブの⽣成、Kofax インポート コネクタによる取り込みな
ど、複数の操作が⼀度に実⾏されます。複数の操作は、運⽤システムにボトルネックを引き起こす可能性
があります。たとえば、アーカイブするジョブが数千ある場合、ジョブ スレッドがジョブのアーカイブ
でビジーになるため、取り込みとジョブの評価に時間がかかります。カスタム ジョブ スレッド プールを
追加すると、スループットの向上とバックグラウンド タスクの優先順位付けに役⽴ちます。

カスタム ジョブ スレッド プールを追加し、スレッド プール内のスレッドの数を指定し、ワーカー タス
クをスレッド プールに割り当てることができます。

このタブを使⽤できるのは、TotalAgility オンプレミス アプリケーション サーバーおよび Web/アプリ⼀
体型サーバーのインストール環境のみです。

ラベル 構成設定 説明

[ID] Id スレッド プールの ID を⼊⼒します。

[サイズ] サイズ スレッド プールのサイズを⼊⼒します。

[追加] 該当なし [追加] をクリックして、新しいスレッド プールを追加し
ます。

[更新] 該当なし [更新] をクリックして、選択したスレッド プールを更新
します。
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ラベル 構成設定 説明

[削除] 該当なし [削除] をクリックして、選択したスレッド プールを削除
します。

タスク: 次のワーカー タスクをスレッド プールに割り当てます。

[ジョブ アーカイブのタスク] WorkerTasks ジョブが完了すると、ジョブをアーカイブします。

[ジョブ評価のタスク] WorkerTasks ジョブを評価します。

[例外作成のタスク] WorkerTasks 例外ジョブを発⽣させます。

[ジョブ作成のタスク] WorkerTasks 受信したドキュメントに関連付けられたジョブを作成し
ます。

[システム取り込みのタスク] WorkerTasks 取り込みシステム タスクを実⾏します。

[バッチキャプチャ のタスク] WorkerTasks タイムアウトしたキャプチャ アクティビティ セッショ
ンをアンロードします。

[項⽬削除のタスク] WorkerTasks 保持ポリシーに基づいて項⽬を削除します。

[状態アクション処理のタスク] WorkerTasks ジョブ状態変更のアクションを処理します。

[ジョブ 強制終了のタスク] WorkerTasks ジョブが完了したらジョブを強制終了します。

[キャプチャ バイナリ削除のタス
ク]

WorkerTasks キャプチャ バイナリ データを削除します。

[⼀時停⽌アクティブ化のタスク] WorkerTasks ⼀時停⽌の理由に基づいて⼀時停⽌されたジョブをアク
ティブ化します。

[⽣成 AI 項⽬タスク] WorkerTasks ⽣成 AI を介してプロセスを⽣成するための TotalAgility 
Designer リクエストを実⾏します。

 このシステム タスクは、⽣成 AI アクティビ
ティの実⾏には使⽤されません。

設定の変更は Agility.Server.Core.WorkerService.exe.config にのみ適⽤されます。

ライセンス

ラベル 構成設定 説明

[プライマリ] ServerID 設定値が 1 の場合は、プライマリ ライセ
ンス サーバーを指定します。

[バックアップ] ServerID 設定値が 2 の場合は、バックアップ ライ
センス サーバーを指定します。
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ラベル 構成設定 説明

[HTTPS の有効化] ServerID 選択すると、インストールしたライセンス
サーバーで SSL が有効になります。[証明
書] ボックスで、TotalAgility をインストー
ルしたコンピュータで正しく構成された証
明書の拇印を提供します。
更新した設定を有効にするには、サービ
スを再起動する必要があります。サービ
スを再起動すると、ライセンス サーバー
のポート番号が 3582 に⾃動的に更新さ
れ、「EnableHTTPS」が true に設定され
ます。

キャプチャ ストレージ
このタブを使⽤できるのは、TotalAgility オンプレミス Web/アプリ⼀体型サーバーのインストール環境
のみです。

TotalAgility のインストール時、[キャプチャ ストレージ] タブに次のストレージ タイプが表⽰されます。
• [SQL Server]
• [SQL Server とファイル システム]
• [Windows Azure Blob ストレージ]
• [Amazon S3]

TotalAgility をインストールした後はキャプチャ データのストレージ タイプを変更できないため、スト
レージ タイプは読み取り専⽤モードで表⽰されます。接続⽂字列とキーのみを変更できます。デフォル
トでは、キャプチャ データは SQL Server に保存されます。TotalAgility 8.0.0 へのアップグレード時に
は、デフォルトのストレージを Windows Azure、Amazon、または [SQL Server とファイル システム]
ストレージ タイプに変更できます。ストレージ タイプを変更した後は、ストレージ タイプを元に戻した
り、再び変更したりすることはできません。

TotalAgility のインストール時、必要に応じて、ストレージ タイプについて、クラウド アカウント設定を
変更できます。TotalAgility のアップグレード時には、クラウド アカウント設定を構成する必要がありま
す。

 クラウド ストレージの認証情報を変更する前に、すべての Kofax TotalAgility サーバーですべての
TotalAgility サービスを停⽌し、変更後にサービスを再起動する必要があります。

クラウド アカウント設定については、次の表を参照してください。

ラベル 構成設定 説明

[SQL Server] ServerID デフォルトでは、キャプチャ データは
SQL Server に保存されます。

[SQL Server とファイル システム]: 次の [ファイル ストレージ設定] を構成します。

26



Kofax TotalAgility 構成ユーティリティ ガイド

ラベル 構成設定 説明

[キャプチャ バイナリを保存する
SQL Server ファイル グループを
選択します]

ServerID キャプチャ バイナリを格納する SQL 
Server ファイルグループ。

[キャプチャ ストレージ ファイル
サイズのしきい値 (キロバイト)]

ServerID キロバイト単位のキャプチャ ストレージ
ファイル サイズのしきい値。(デフォルト: 
51200)

[キャプチャ プロジェクト トレー
ニング セットを保存する SQL 
Server ファイル グループを選
択]

ServerID キャプチャ プロジェクトのトレーニング
セットを保存する SQL Server ファイルグ
ループ。

[キャプチャ プロジェクトの最⼤
サイズ]

MaxCaptureProjectSize MB 単位で許容されるキャプチャ プロジェ
クト サイズの最⼤サイズ。トレーニング
セットの場合、500 から 10240 の間であ
る必要があります。

[⻑いデータベース トランザク
ション タイムアウト間隔]

LongDatabaseTransactionTime 
outInSeconds

⼤規模なプロジェクト トレーニング セッ
トを保存するために、より⻑いトランザク
ション タイムアウトを設定できるように
するキー。

Windows Azure Blob ストレージ

[アカウント接続⽂字列] ServerID Blob ストレージ サービスに接続するため
の接続⽂字列。

[コンテナ名] ServerID ストレージ サービスのコンテナ名。

 コンテナ名は変更できません。

Amazon S3

[アクセス キー] ServerID クラウド ストレージに設定されたアクセ
ス キー。

[秘密キー] ServerID クラウド ストレージのシークレット アク
セス キー。

[領域] ServerID S3 リージョン システム名。

[バケット名] ServerID クラウド ストレージ ユニット。

 バケット名は変更できません。

統合サービスのバインディング
このタブを利⽤できるのは、Docker コンテナ タイプが完全インストール、Web とアプリ、アプリの場
合に対応する Docker モードのみです。
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デフォルトでは、このタブのすべての設定が選択されているわけではありません。このタブを使⽤して、
次の統合サービス バインディングに対して SSL を有効にします。

ラベル 構成設定 説明

[Exchange 通知サービス] BasicHttpBinding_Exchange 
NotificationService

Exchange 通知サービスに対して SSL を
有効にします。

[SharePoint コミュニケータ
サービス]

BasicHttpBinding_SharePoint 
CommunicatorService

SharePoint コミュニケータ サービスに対
して SSL を有効にします。

[TRIM コミュニケータ サービス] BasicHttpBinding_TRIM 
CommunicatorService

TRIM コミュニケータ サービスに対して
SSL を有効にします。

[Dynamics AX コミュニケータ
サービス]

BasicHttpBinding_DynamicsAX 
CommunicatorService

DynamicsAX コミュニケータ サービスに
対して SSL を有効にします。

[Dynamics AX 統合サービス] BasicHttpBinding_DynamicsAX 
IntegrationService

DynamicsAX 統合サービスに対して SSL
を有効にします。

[Insight データ サービス] BasicHttpBinding_InsightData
サービス

Insight データ サービスに対して SSL を
有効にします。

設定の変更は、TotalAgility Web.config に適⽤されます。

オンプレミス マルチテナント
このセクションでは、TotalAgility オンプレミスのマルチテナント展開タイプの構成設定について説明し
ます。

⼀般
このタブには、TotalAgility オンプレミス マルチテナント インストール向けにインストールされて
いるデータベースが表⽰されます。これらの構成設定は、Web サーバー、アプリケーション サー
バー、Web/アプリ⼀体型サーバーのインストール タイプに対して表⽰されます。

ラベル 構成設定 説明

[テナント] MainDBConnectionString テナント データベース名を指定します。

 データベース サーバーに接続するに
は、SQL Server 認証を使⽤する必要があ
ります。

ユーザー名とパスワードは、テナント管理シ
ステムで利⽤可能なテナント接続⽂字列を使
⽤して更新する必要があります。テナントの
ユーザー名には、デフォルトで「live」また
は「dev」が追加されます (例: <tenant1_live/
dev>)。
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ラベル 構成設定 説明

[データ センター] TenantDBConnectionString TotalAgility データベース サーバー向けのデー
タ センター データベース接続⽂字列を指定し
ます。

 データベースを変更するには、デー
タベース名を変更し、データベースが存
在するサーバーを指名します。Docker
ではマシン名がサポートされないた
め、Docker モードの場合はデータベース
サーバーの IP アドレスを指定します。

[展開タイプ] DeploymentType ライブや開発など、セットアップする環境の
モードを指定します。

[ライブ ホスト名] TotalAgilityHostNameLive TotalAgility 本番環境向けのホスト名を指定し
ます。

 TotalAgility オンプレミス マルチテナ
ントがテナント管理システムとともにイ
ンストールされている場合、ライブ ホス
ト名はマスター テナント データベースに
対してのみ更新されます。それ以外の場
合、本番ホスト名は Web.config に対して
更新されます。

「ホスト名 live およびホスト名 div に関する
追加情報」を参照してください

[開発ホスト名] TotalAgilityHostNameDev TotalAgility 開発環境向けのホスト名を指定し
ます。

 TotalAgility オンプレミス マルチテナ
ントがテナント管理システムとともにイ
ンストールされている場合、開発ホスト
名はマスター テナント データベースに
対してのみ更新されます。それ以外の場
合、開発ホスト名は Web.config に更新さ
れます。

「ホスト名 live およびホスト名 div に関する
追加情報」を参照してください

[マルチテナント パフォーマ
ンス カウンタ]

PerformanceCountersMultitenanted各テナントにマルチテナント パフォーマンス
カウンタ インスタンスを作成できるかどうか
を指定します。

テナント データベースは、次の構成ファイルに適⽤されます。
• Web.config
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• Agility.Server.Core.WorkerService.exe.config

• Kofax.CEBPM.CPUServer.ServiceHost.exe.config

• Kofax.CEBPM.Reporting.TAService.exe.config

• Agility.Server.StreamingService.exe.config

• Agility.Server.Core.ExportService.exe.config

• Agility.Server.Core.Executor.exe.config

ホスト名は、次の構成ファイルに適⽤されます。
• Web.config

• Agility.Server.StreamingService.exe.config

ホスト名 live およびホスト名 div に関する追加情報
⾮ Docker モードで、LiveHostName および DevHostName を使⽤して TotalAgility にアクセスする場
合、名前の形式は hostname: port number にする必要があります。

ホスト名: ロードバランサと公開 DNS を使⽤している場合、ホスト名のテキストには kta.app.com な
どの公開 DNS を指定する必要があります。それ以外の場合、ホスト名は TotalAgility Web サーバーがイ
ンストールされているマシンのホスト名になります。

ポート番号:
• TotalAgility が⾮標準の TCP ポートにインストールされている場合は、ポート番号を使⽤します。
• TotalAgility がデフォルトのポートにインストールされている場合、ポート番号は無視できます。

Docker モードで、LiveHostName および DevHostName を使⽤して TotalAgility コンテナにアクセス
する場合、テキストの形式は次のようにします。host name : any TCP port number open for 
the incoming connection on the host machine。ホスト名を取得するには、次の⼿順を実⾏し
ます。

1. [ホスト名] で、コマンド プロンプトに移動します。
2. ホスト名を⼊⼒します。

コマンドは、「MyHostMachine」などのホスト名を返します。

ポート番号を取得するには、着信接続が許可されている TCP ポート番号を使⽤します。ただし、コンテ
ナの作成中は、ポート転送に同じポート番号を使⽤してください。たとえば、ライブ ホスト名\開発ホ
スト名を MyHostMachine :5000 として指定した場合、run コマンドでスイッチ -p を使⽤して、ポート
5000 でポート転送を実⾏する必要があります。docker run --env-file "DockerSettings.env 
" -p 5000:443 -it kofax/ kta_771

ロードバランサと公開 DNS を使⽤している場合、ホスト名のテキストに kta.app.com などの公開 DNS
名を指定する必要があります。

TMS (テナント管理システム)
このタブを使⽤できるのは、TotalAgility オンプレミス マルチテナント アプリケーション サーバーと
Web/アプリ⼀体型サーバーのインストール タイプのみです。
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ラベル 設定 説明

[マスター テナント] MasterTenantDBConnectionString TotalAgility データベース サーバーのマスター
テナント データベース接続⽂字列を指定しま
す。

 データベースを変更するには、データ
ベース名を変更し、データベースが存在す
るサーバーを指名します。

[送信メール サーバー] SendMailServer SMTP サーバーの電⼦メールを指定します。

[送信メール ユーザー名] SendMailUserName メール サーバーのユーザー名を指定します。

[送信メール パスワード] SendMailPassword メール サーバーのパスワードを指定します。

[送信メール 送信元アドレ
ス]

SendMailFromAddress メール サーバーからの送信者のアドレスを指定
します。

[送信メール BCC リスト] SendMailBCCList メール サーバーからの⾮表⽰の受信者アドレス
を指定します。

[送信メール SSL の有効化] SendMailEnableSSL メール サーバーで SSL を有効にするか無効にす
るかを指定します。

[国際⽂字のサポートを送
る]

SendMailSupportInternationalCh 
aracters

電⼦メール サーバーで国際⽂字をサポートする
かどうかを指定します。

[アンチ CSRF ターゲット
ホスト名]

TargetHostName Anti-CSRF トークンを検証するためのターゲッ
ト名 (Web サーバーの FQDN) を指定します。名
前は、TotalAgility Web サーバーのホスト/ドメ
イン名にする必要があり、ブラウザの URL で指
定されたホスト/ドメインと⼀致する必要があり
ます。

[アンチ CSRF ターゲット
ポート番号]

TargetPortNo Anti-CSRF トークンを検証するためのターゲッ
ト ポート番号 (Web サイトのポート番号) を
指定します。ポートは、TotalAgility Web サー
バーのポート番号であり、ブラウザーの URL で
指定されたポートと⼀致する必要があります。
ここでポート番号を指定するのは、ブラウザの
URL で必要な場合のみです。
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ラベル 設定 説明

[Cookie にホスト プレ
フィックスを使⽤する]

UseHostPrefixforCookies 「Cookie のホスト プレフィックス」を有
効にします。このブラウザ機能を使⽤する
と、TotalAgility Cookie 名の前に "__HOST-" を
付加して、Cookie のセキュリティを⾼めること
ができます。Cookie 名がこのフラグで始まる場
合、サポート ブラウザの Cookie に対して追加
のブラウザ ポリシーがトリガーされます。Host
というプレフィックスがついた Cookie は、
これが設定されている同じドメインからのみ
アクセスできます。つまり、サブドメインで
は Cookie 値を上書きできなくなります。ま
た、HTTPS サイトからのみ Cookie にアクセス
できるようになります。これにより、攻撃者が
安全ではない偽装サイトを使⽤してセキュアな
Cookie を上書きした場合でも、Cookie が保護
されます。

設定の変更は、次の構成ファイルに適⽤されます。
• Agility.Server.Web\Web.config

• Agility.Server.Web.TenantManagement\Web.config

Web
このタブを使⽤できるのは、TotalAgility オンプレミス マルチテナント Web サーバーおよび Web/アプ
リ⼀体型サーバーのインストール タイプのみです。

ラベル 構成設定 説明

[コア サービスの場所] CoreServicesLocation コア サービスの場所を指定します。

 この設定を使⽤できるのは、Web サー
バーのインストールのみです。
SSL を有効にしている場合は、HTTPS コア
サービスの場所を⼊⼒します。

「コア サービスの場所の構成に関する追加情
報」を参照してください
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ラベル 構成設定 説明

[クロス オリジン リソース共
有]

CorsAllowedOrigins クロス オリジン リソース共有の実⾏を許可され
たドメインを指定します。
たとえば、2 つのドメインがある場合に、アプリ
ケーション サーバー上の Kofax TotalAgility SDK 
API へのアクセスを許可するには、次のように設
定を構成します。
<add key="CorsAllowedOrigins" 
value="http://sub-domain1.sub-
domain2.domain1.com,http://domain2"/
>

すべてのドメインにアクセスを許可するには、次
のように設定を構成します。
<add key="CorsAllowedOrigins" 
value="*"/>

 「値 = ""」の設定は、CORS が有効に
なっていないことを意味します。

[オンライン ヘルプの URL] OnlineHelpURL TotalAgility オンライン ヘルプの場所を指定しま
す。

[展開されたフォームの縮⼩] MinifyDeployedForms フォーム Designer によって展開された
JavaScript ファイルを縮⼩するかどうかを指定し
ます。

[アンチ CSRF ターゲット ホス
ト名]

TargetHostName Anti-CSRF トークンを検証するためのターゲット
名 (Web サーバーの FQDN) を指定します。名前
は、TotalAgility Web サーバーのホスト/ドメイ
ン名にする必要があり、ブラウザの URL で指定
されたホスト/ドメインと⼀致する必要がありま
す。

[アンチ CSRF ターゲット ポー
ト番号]

TargetPortNo Anti-CSRF トークンを検証するためのターゲッ
ト ポート番号 (Web サイトのポート番号) を指定
します。ポートは、TotalAgility Web サーバーの
ポート番号であり、ブラウザーの URL で指定さ
れたポートと⼀致する必要があります。ここで
ポート番号を指定するのは、ブラウザの URL で
必要な場合のみです。
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ラベル 構成設定 説明

[KCM サーバー URL] CCMServerURL KCM (Kofax Communication Manager) サー
バーの URL を指定します。
KCM サーバー URL を次の形式で⼊⼒しま
す。http(s)://<CCMServer>:<Portnum>。
KCM サーバーの IP アドレスとポート番号を指定
します。

 この設定を使⽤できるのは、Web サー
バーのインストールのみです。

[KCM プロキシ URL] CCMProxyURL KCM コントロールが KCM サーバーと通信する
ために使⽤する KCM (Kofax Communication 
Manager) プロキシの場所を指定します。

 この設定を使⽤できるのは、Web サー
バーのインストールのみです。

[リプレイ保護を有効にする] EnableReplayProtection HTTP リクエストごとの検証を有効にして、リプ
レイ攻撃を防ぎます。(デフォルト: クリア)
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ラベル 構成設定 説明

[Cookie にホスト プレフィッ
クスを使⽤する]

UseHostPrefixforCookies [Cookie にホスト プレフィックスを使⽤する]
を有効にします。このブラウザ機能を使⽤する
と、TotalAgility Cookie 名の前に「__HOST-」を
付加して、Cookie のセキュリティを⾼めること
ができます。Cookie 名がこのフラグで始まる場
合、サポート ブラウザの Cookie に対して追加の
ブラウザ ポリシーがトリガーされます。Host と
いうプレフィックスがついた Cookie は、これが
設定されている同じドメインからのみアクセスで
きます。つまり、サブドメインでは Cookie 値を
上書きできなくなります。また、HTTPS サイト
からのみ Cookie にアクセスできるようになりま
す。これにより、攻撃者が安全ではない偽装サイ
トを使⽤してセキュアな Cookie を上書きした場
合でも、Cookie が保護されます。

 デフォルトでは、「Cookie のホス
ト プレフィックス」設定は有効になっ
ていません。これは、TotalAgility に
よって作成された Cookie のパスが「/
TotalAgility」に指定されていて、Cookie
が「/TotalAgility」(Web サイト名) に保存
されることを意味します。この設定が有効
になっている場合は、同じサーバーにホス
トされている任意のアプリケーションが
Cookie にアクセスできます。この設定が有
効な場合、TotalAgility によって作成された
Cookie のパスは「/」に設定されます。これ
は、Cookie で「__HOST」プレフィックスを
使⽤するには、常に Cookie のパスを「/」
に設定する必要があるためです。

設定の変更は、次の構成ファイルに適⽤されます。
• Web.config

• Agility.Server.StreamingService.exe.config

コア サービスの場所の構成に関する追加情報
オンプレミスのマルチテナント展開の場合、実⾏時に、以下の例に⽰すように、テナント名がコア サー
ビスの場所に動的に追加されます。
• ⾮ Docker

• ⾮ SSL: http://[テナント名.アプリ サーバー コンピュータ名]/[TotalAgility Web サイト
名]/services/core

• SSL: https://[テナント名.アプリ サーバー コンピュータ名]/[TotalAgility Web サイト
名]/services/core
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• Docker
• ⾮ SSL: http://[テナント名.アプリ サーバー ホスト コンピュータ名]:5000/[TotalAgility 
Web サイト名]/services/core

5000 はアプリケーション サーバー コンテナのポート番号。
• SSL: https://[テナント名.アプリ サーバー ホスト コンピュータ名]:5000/[TotalAgility 
Web サイト名]/services/core

5000 はアプリケーション サーバー コンテナのポート番号。

Kofax TotalAgility はアプリケーション サーバーと Web サーバーの両⽅で
{TenantName.AppServerName} を解決する必要があります。Web/アプリ サーバー上のホスト ファイル
または DNS エントリを更新します。ワイルドカード DNS を使⽤することをお勧めします。
• ⾮ Docker モードの場合、アプリケーション サーバーの IP アドレスを追加します。
• Docker モードの場合、TenantName.HostMachineName の IP アドレスをコンテナに追加します。

 コア サービスの場所では、アプリケーション サーバーの IP アドレスではなくマシン名を指定
する必要があります。マシン IP は、オンプレミスのマルチテナント展開では機能しません。Kofax 
TotalAgility は {TenantName.MachineIP} ではなく、「本番/開発ホスト名」の設定を介して App/Web
サーバー上の {TenantName.MachineName} を解決します。

アプリ
このタブを使⽤できるのは、TotalAgility オンプレミス マルチテナント アプリケーション サーバーと
Web/アプリ⼀体型サーバーのインストール タイプのみです。

ラベル 構成設定 説明

[Transformation 
Server ポート]

TSExternalServicePortForSyncProcessing ローカルな Transformation Server インス
タンスにアクセスするためのポート番号を
指定します。
デフォルト値は 9001 です。

[KCM サーバー URL] CCMServerURL KCM (Kofax Communication Manager)
サーバーの URL を指定します。
KCM サーバー URL を次の形式
で⼊⼒します。http(s)://
<CCMServer>:<Portnum>。
KCM サーバーの IP アドレスとポート番号
を指定します。

[KCM プロキシ URL] CCMProxyURL KCM コントロールが KCM サーバーと
通信するために使⽤する KCM (Kofax 
Communication Manager) プロキシの場
所を指定します。
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ラベル 構成設定 説明

[テナント アクティ
ベーション間隔 (秒単
位)]

TenantActivationIntervalInSeconds テナントがアクセス不能であると判定され
たときにシステムによって使⽤される再試
⾏間の時間間隔を指定します。最⼤再試⾏
回数に達してもテナントにアクセスできな
い場合、テナントは⾮アクティブになりま
す。最⼤再試⾏回数に達する前にテナント
がアクセス可能と判定された場合、テナン
トは再びアクティブになります。
デフォルトのテナント アクティベーション
間隔は 30 秒です。

[テナント アクティ
ベーションの再試⾏回
数]

TenantActivationRetryCount テナントがアクセス不能であると判定され
たときにシステムによって使⽤される再試
⾏の最⼤数を指定します。最⼤再試⾏回数
に達してもテナントにアクセスできない場
合、テナントは⾮アクティブになります。
最⼤再試⾏回数に達する前にテナントがア
クセス可能と判定された場合、テナントは
再びアクティブになります。
デフォルトの再試⾏回数は 5 回です。

[発信 HTTP 接続制限] Outgoinghttpconnectionlimit 発信 HTTP リクエストに RPA 統合を使⽤す
る場合の、ターゲット RPA サーバーへの発
信 HTTP 接続の数を指定します。

[ロギングの有効化]
• ロギングなし
• I/O を含むロギング
• I/O を含まないロギ

ング

EnableLogging Unity ロギングが有効になり、TotalAgility
で Unity の依存関係エラーを診断すること
でエラー レポートが改善されます。デフォ
ルトでは、Unity 依存関係のエラーに対し
て⽣成されるログ ファイルはなく、ログ
ファイルのパスはデフォルトで現在のフォ
ルダになります。ただし、⼊⼒と出⼒を使
⽤して、または使⽤せずにログ ファイルを
⽣成することを選択できます。

設定の変更は Agility.Server.Web\Web.config にのみ適⽤されます。

Core Worker
このタブを使⽤できるのは、TotalAgility オンプレミス マルチテナント アプリケーション サーバーと
Web/アプリ⼀体型サーバーのインストール タイプのみです。

ラベル 構成設定 説明

[⾃動アクティビティ ス
レッド プール サイズ]

CoreWorkerMaxAutoActivityThrea 
dPoolSize

⾃動アクティビティ スレッド プールの最⼤サ
イズを指定します。スレッド プールのサイズが
いっぱいの場合、Core Worker は、タスクを追
加するスペースができるまで待機します。
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ラベル 構成設定 説明

[ジョブ スレッド プー
ル サイズ]

CoreWorkerMaxJobThreadPoolSize ジョブ スレッド プールの最⼤サイズを指定し
ます。スレッド プールのサイズがいっぱいの場
合、Core Worker は、タスクを追加するスペー
スができるまで待機します。

[プロセス アクティビ
ティ スレッド プール
サイズ]

CoreWorkerMaxProcessActivitiesThr 
eadPoolSize

プロセス アクティビティ スレッド プールの最⼤
サイズを指定します。スレッド プールのサイズ
がいっぱいの場合、Core Worker は、タスクを
追加するスペースができるまで待機します。

[ワーカー タスクのポー
リング間隔]

CoreWorkerIntervalInSeconds システムが期限内のメモリ内のワーカー タスク
をチェックする頻度を指定します。

[ワーカー タスクのタイ
ムアウト間隔]

CoreWorkerResetTaskIntervalInSeco 
nds

システムがタイムアウトしたワーカー タスクを
チェックする頻度を指定します。
デフォルトでは、ワーカー タスクごとに割り当
てられるタイムアウト間隔は 300 秒です。

[ポーリング タイムアウ
ト アクティビティのリ
セット間隔]

CoreWorkerResetActivityIntervalIn 
Seconds

Core Worker がタイムアウトしたアクティビティ
をチェックする頻度を指定します。
デフォルトでは、ワーカー タスクごとに割り当
てられるリセット アクティビティ間隔は 300 秒
です。

 Azure 環境の場合、ワーカー タス
クごとに割り当てられるデフォルトのリ
セット アクティビティ間隔は 900 秒で
す。TotalAgility Designer でプロセス内のア
クティビティの想定期間を設定することによ
り、テナントは引き続きデフォルト値を上書
きできます。詳細については、『TotalAgility 
Designer のヘルプ』を参照してください。

[アクティビティのタイ
ムアウト間隔]

CoreWorkerActivityTimeoutInterval 
Minutes

アクティビティがタイムアウトするまでの期間を
定義します。アクティビティがタイムアウトした
とき。アクティビティは、対応するタスクが実⾏
されるときのみ解放されます。

[インポートするメッ
セージ/ドキュメントの
最⼤数]

MaximumNumberofMessagesToIm 
port

ドキュメントの取り込み⽤にインポートするド
キュメントまたはメッセージの最⼤数を指定しま
す。

[最⼤作業キュー タスク
サイズ]

CoreWorkerWorkQueueSize Core Worker が取得できるタスクの最⼤数を指
定します。

[最⼤ジョブ評価のタス
ク サイズ]

MaximumNumberofEvaluateJobTask 
sToTake

取得するジョブ評価タスクの最⼤数を指定しま
す。
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ラベル 構成設定 説明

[アクティビティの順序] CoreWorkerActivityOrder 処理⽤にアクティビティが実⾏される順序を指定
します。
• アクティビティの優先度 = 0
• アクティビティの期限 = 1
• アクティビティの優先度期限 = 2
• アクティビティの期限の優先度 = 3
• ジョブの優先度 = 4
• ジョブの期限 = 5
• ジョブの優先度期限 = 6
• ジョブの期限の優先度 = 7

[パフォーマンス ロギン
グが有効]

PerformanceLoggingEnabled ログ ファイルにログインするパフォーマンス カ
ウンターを有効にします。
パフォーマンス監視カウンターの詳細について
は、次のガイドを参照してください。
• 『Kofax TotalAgility 管理者ガイド』のパ

フォーマンス カウンターの使⽤⽅法に関する
セクション。

• 『Kofax TotalAgility インストール ガイド』の
パフォーマンス監視カウンターの追加に関す
るセクション。

[スレッド プール モニ
タリング間隔]

CoreWorkerThreadPoolMonitoring 
Interval InSeconds

スレッド プールが内部スレッドを監視する頻度
を定義します。現在、監視はスレッドのタイムア
ウトをチェックするために⾏われ、⾃動アクティ
ビティ タイプのスレッド プールにのみ適⽤され
ます。
デフォルト値は 60 です。

[⾃動アクティビティ
プール ID]

AutoActivitiesPoolId ⾃動アクティビティのスレッド プール ID を指定
します。

[⾃動アクティビティ
プール名]

AutoActivitiesPoolName ⾃動アクティビティのスレッド プール名を指定
します。

[ジョブ スレッド プー
ル サイズのアップグ
レード]

UpgradeJobsThreadPoolSize アップグレード ジョブのスレッド プールのサ
イズを指定します。スレッド プールのサイズが
いっぱいの場合、Core Worker は、タスクを追
加するスペースができるまで待機します。
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ラベル 構成設定 説明

[テナント アクティベー
ション間隔 (秒単位)]

TenantActivationIntervalInSeconds テナントがアクセス不能であると判定されたとき
にシステムによって使⽤される再試⾏間の時間間
隔を指定します。最⼤再試⾏回数に達してもテナ
ントにアクセスできない場合、テナントは⾮アク
ティブになります。最⼤再試⾏回数に達する前に
テナントがアクセス可能と判定された場合、テナ
ントは再びアクティブになります。
デフォルトのテナント アクティベーション間隔
は 30 秒です。

[テナント アクティベー
ションの再試⾏回数]

TenantActivationRetryCount テナントがアクセス不能であると判定されたとき
にシステムによって使⽤される再試⾏の最⼤数を
指定します。最⼤再試⾏回数に達してもテナント
にアクセスできない場合、テナントは⾮アクティ
ブになります。最⼤再試⾏回数に達する前にテナ
ントがアクセス可能と判定された場合、テナント
は再びアクティブになります。
デフォルトの再試⾏回数は 5 回です。

[リプレイ保護を有効に
する]

EnableReplayProtection HTTP リクエストごとの検証を有効にして、リプ
レイ攻撃を防ぎます。(デフォルト: クリア)

[リクエスト トークンの
タイムアウト間隔 (分単
位)]

RequestTokenTimeoutIntervalinM 
inutes

リプレイ保護に使⽤される、参照されていないリ
クエスト トークンをクリアする間隔を指定しま
す。

[発信 HTTP 接続制限] OutgoingHttpConnectionLimit 発信 HTTP リクエストに RPA 統合を使⽤する場
合の、ターゲット RPA サーバーへの発信 HTTP
接続の数を指定します。

[ロギングの有効化]
• ロギングなし
• I/O を含むロギング
• I/O を含まないロギ

ング

EnableLogging Unity ロギングが有効になり、TotalAgility で
Unity の依存関係エラーを診断することでエ
ラー レポートが改善されます。デフォルトで
は、Unity 依存関係のエラーに対して⽣成される
ログ ファイルはなく、ログ ファイルのパスはデ
フォルトで現在のフォルダになります。ただし、
⼊⼒と出⼒を使⽤して、または使⽤せずにログ
ファイルを⽣成することを選択できます。

[記録するシステム タス
ク履歴]

SystemTasksHistoryToRecord システム タスク履歴の記録を有効にして、展開
のパフォーマンス問題を特定します。すべてのシ
ステム タスクの履歴または特定のタスクの履歴
が記録されます。これはオプションの設定です。

[システム タスクのス
レッド プール サイズ]

SystemTaskThreadPoolSize システム タスクのスレッド プール サイズを指定
します。デフォルトでは、スレッド プール サイ
ズは 4 です。値を指定しなかった場合は、デフォ
ルトのサイズが使⽤されます。

設定の変更は Agility.Server.Core.WorkerService.exe.config にのみ適⽤されます。
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ストリーミング
このタブを使⽤できるのは、TotalAgility オンプレミス マルチテナント アプリケーション サーバーと
Web/アプリ⼀体型サーバーのインストール タイプのみです。

ラベル 構成設定 説明

[ベース アドレス] セクション
system.serviceModel/
services/service/host/
baseAddresses の baseAddress
を参照します。

Streaming Service のベース アドレスを次
の形式で⼊⼒します。
http(s)://<Server>:<Portnum>

サーバーの FQDN とポート番号を指定し
ます。

[ロギングの有効化]
• ロギングなし
• I/O を含むロギング
• I/O を含まないロギング

EnableLogging Unity ロギングが有効になり、TotalAgility
で Unity の依存関係エラーを診断するこ
とでエラー レポートが改善されます。デ
フォルトでは、Unity 依存関係のエラーに
対して⽣成されるログ ファイルはなく、
ログ ファイルのパスはデフォルトで現在
のフォルダになります。ただし、⼊⼒と
出⼒を使⽤して、または使⽤せずにログ
ファイルを⽣成することを選択できます。

[パッケージ コンテンツの最⼤サ
イズ (MB)]

PackageContentMaxSize インポートできるファイルの最⼤サイズ。
ファイルのサイズが設定された制限を超え
る場合、エラーが表⽰され、システムは
それらのファイルのインポートを制限しま
す。

設定の変更は Agility.Server.StreamingService.exe.config にのみ適⽤されます。

Transformation Server
Transformation Server は、TotalAgility をインストールするときにインストールできます。ま
た、Transformation Server を別途インストールすることもできます。このタブを使⽤できるの
は、TotalAgility アプリケーション サーバーおよび Web/アプリ⼀体型サーバーのインストール タイプに
Transformation Server をインストールする場合のみです。

Transformation Server を個別にインストールした場合は、「Transformation Server のみ」を参照して
ください。

ラベル 構成設定 説明

[プール名] PoolName Transformation Server が処理する場合の元に
なるプールを指定します。
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ラベル 構成設定 説明

[スロットの最⼤数] MaxProcessingSlotsNumber アイドル状態のバックグラウンド プロセスを
除いて、同時に実⾏できる CPU 集約型のバッ
クグラウンド プロセスの数を指定します。(デ
フォルト: 0)
処理スロットの最⼤数は、次の式を使⽤して
決定されます。
(int)Math.Round(Environment.

ProcessorCount * 1.25)

[アクティビティの順序] TransformationServiceActivityOrder 処理⽤にアクティビティが実⾏される順序を
指定します。
• アクティビティの優先度 = 0
• アクティビティの期限 = 1
• アクティビティの優先度期限 = 2
• アクティビティの期限の優先度 = 3
• ジョブの優先度 = 4
• ジョブの期限 = 5
• ジョブの優先度期限 = 6
• ジョブの期限の優先度 = 7

[予約済みスロットの数] ReservedSlotsNumber プッシュされた優先度の⾼いアクティビ
ティ (同期呼び出しなど) ⽤に予約されている
Transformation Server のスロットの数を⼊⼒
します。

[TCP/IP ポート番号] 次のセクションの baseAddress
のポート番号を参照しま
す。system.serviceModel/
services/service/host/
baseAddresses

Transformation サービスのベース アドレスの
ポート番号を指定します。
Transformation Server のポート番号を⼊⼒し
ます。

[アクティビティのタイム
アウト間隔 (分単位)]

TakenActivitiesResetTimeoutInMinu 
tes

アクティビティがタイムアウトするまでの期
間を定義します。アクティビティは、対応する
タスクが実⾏されるときのみ解放されます。

[ポーリング タイムアウト
アクティビティのリセット
間隔 (分単位)]

ResetActivitesIntervalMinutes Transformation Server がタイムアウトしたア
クティビティをチェックする頻度を指定しま
す。

[オンライン ラーニングの
有効化]

OnlineLearningExecutionEnabled 選択した場合、この Transformation Server
インスタンスのオンライン ラーニング タスク
の処理が有効になります。

[同期アクティビティの処
理を有効化]

EnableSynchronousCalls 選択した場合、同期「プッシュ」呼び出しの
処理が有効になります。

[同期アクティビティのみ
を処理]

SynchronousOnlyProcessing 選択した場合、Transformation Server は同期
キャプチャ プロセスにのみ使⽤され、⾃動ア
クティビティをポーリングしないように指定
されます。
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設定の変更は Kofax.CEBPM.CPUServer.ServiceHost.exe.config にのみ適⽤されます。

ジョブ スレッド プール
カスタム ジョブ スレッド プールを追加し、スレッド プール内のスレッドの数を指定し、ワーカー タス
クをスレッド プールに割り当てることができます。

このタブを使⽤できるのは、TotalAgility オンプレミス マルチテナント アプリケーション サーバーと
Web/アプリ⼀体型サーバーのインストール タイプのみです。

ラベル 構成設定 説明

[ID] Id スレッド プールの ID を⼊⼒します。

[サイズ] サイズ スレッド プールのサイズを⼊⼒します。

[追加] 該当なし [追加] をクリックして、新しいスレッド プールを
追加します。

[更新] 該当なし [更新] をクリックして、選択したスレッド プール
を更新します。

[削除] 該当なし [削除] をクリックして、選択したスレッド プール
を削除します。

タスク: 次のワーカー タスクをスレッド プールに割り当てます。

[ジョブ アーカイブのタスク] WorkerTasks ジョブが完了すると、ジョブをアーカイブしま
す。

[ジョブ評価のタスク] WorkerTasks ジョブを評価します。

[例外作成のタスク] WorkerTasks 例外ジョブを発⽣させます。

[ジョブ作成のタスク] WorkerTasks 受信したドキュメントに関連付けられたジョブを
作成します。

[バッチキャプチャ のタスク] WorkerTasks タイムアウトしたキャプチャ アクティビティ セッ
ションをアンロードします。

[項⽬削除のタスク] WorkerTasks 保持ポリシーに基づいて項⽬を削除します。

[状態アクション処理のタスク] WorkerTasks ジョブ状態変更のアクションを処理します。

[ジョブ 強制終了のタスク] WorkerTasks ジョブが完了したらジョブを強制終了します。

[キャプチャ バイナリ削除のタ
スク]

WorkerTasks キャプチャ バイナリ データを削除します。

[システム取り込みのタスク] WorkerTasks アクティブなインポート接続/ソースで指定された
ドキュメントを取り込みます。

[⼀時停⽌アクティブ化のタス
ク]

WorkerTasks ⼀時停⽌の理由に基づいて⼀時停⽌されたジョブ
をアクティブ化します。
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ラベル 構成設定 説明

[⽣成 AI 項⽬タスク] WorkerTasks ⽣成 AI を介してプロセスを⽣成するための
TotalAgility Designer リクエストを実⾏します。

 このシステム タスクは、⽣成 AI アク
ティビティの実⾏には使⽤されません。

設定の変更は Agility.Server.Core.WorkerService.exe.config にのみ適⽤されます。

ライセンス

ラベル 構成設定 説明

[プライマリ] ServerID 設定値が 1 の場合は、プライマリ ライセンス
サーバーです。

[バックアップ] ServerID 設定値が 2 の場合は、バックアップ ライセンス
サーバーです。

[SSL の有効化] ServerID 選択すると、インストールしたライセンス サー
バーで SSL が有効になります。[証明書] ボッ
クスで、TotalAgility をインストールしたコン
ピュータで正しく構成された証明書の拇印を提
供します。
更新した設定を有効にするには、サービスを再
起動する必要があります。サービスを再起動す
ると、ライセンス サーバーのポート番号が 3582
に⾃動的に更新され、「EnableHTTPS」が true
に設定されます。

キャプチャ ストレージ
このタブを使⽤できるのは、TotalAgility オンプレミス マルチテナント Web/アプリ⼀体型サーバーのイ
ンストール タイプのみです。

TotalAgility のインストール時、[キャプチャ ストレージ] タブに次のストレージ タイプが表⽰されます。
• [SQL Server]
• [SQL Server とファイル システム]
• [Windows Azure Blob ストレージ]
• [Amazon S3]

TotalAgility をインストールした後はキャプチャ データのストレージ タイプを変更できないため、スト
レージ タイプは読み取り専⽤モードで表⽰されます。接続⽂字列とキーのみを変更できます。デフォル
トでは、キャプチャ データは SQL Server に保存されます。TotalAgility 8.0.0 へのアップグレード時に
は、デフォルトのストレージを Windows Azure、Amazon、または [SQL Server とファイル システム]
ストレージ タイプに変更できます。ストレージ タイプを変更した後は、ストレージ タイプを元に戻した
り、再び変更したりすることはできません。
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TotalAgility のインストール時、必要に応じて、ストレージ タイプについて、次のクラウド アカウント設
定を変更できます。TotalAgility のアップグレード時には、クラウド アカウント設定を構成する必要があ
ります。

 クラウド ストレージの認証情報を変更する前に、すべての TotalAgility サーバーですべての Kofax 
TotalAgility サービスを停⽌し、変更後にサービスを再起動する必要があります。

クラウド アカウント設定については、次の表を参照してください。

ラベル 構成設定 説明

[SQL Server] ServerID デフォルトでは、キャプチャ データは
SQL Server に保存されます。

[SQL Server とファイル システム]: 次の [ファイル ストレージ設定] を構成します。

[キャプチャ バイナリを保存する
SQL Server ファイル グループを
選択します]

ServerID ファイルグループを格納するファイル シ
ステム フォルダ。

[キャプチャ ストレージ ファイル
サイズのしきい値 (キロバイト)]

ServerID キロバイト単位のキャプチャ ストレージ
ファイル サイズのしきい値。(デフォルト: 
51200)

[キャプチャ プロジェクトの最⼤
サイズ]

MaxCaptureProjectSize MB 単位で許容されるキャプチャ プロジェ
クト サイズの最⼤サイズ。トレーニング
セットの場合、500 から 10240 の間であ
る必要があります。

[⻑いデータベース トランザク
ション タイムアウト間隔]

LongDatabaseTransactionTime 
outInSeconds

⼤規模なプロジェクト トレーニング セッ
トを保存するために、より⻑いトランザク
ション タイムアウトを設定できるように
するキー。

[Windows Azure Blob ストレージ]

[アカウント接続⽂字列] ServerID Blob ストレージ サービスに接続するため
の接続⽂字列。

 キャプチャ データ ストレージの
コンテナ名は、インストーラによって
⾃動的に作成されます。

[Amazon S3]

[アクセス キー] ServerID クラウド ストレージのアクセス キー。

[秘密キー] ServerID クラウド ストレージのシークレット アク
セス キー。
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ラベル 構成設定 説明

[領域] ServerID S3 リージョン システム名。

 キャプチャ データ ストレージの
バケット名は、インストーラによって
⾃動的に作成されます。

[バケット名] ServerID クラウド ストレージ ユニット。

 バケット名は変更できません。

統合サービスのバインディング
このタブを利⽤できるのは、Docker コンテナ タイプが完全インストール、Web とアプリ、アプリの場
合に対応する Docker モードのみです。

デフォルトでは、このタブのすべての設定が選択されているわけではありません。このタブを使⽤して、
次の統合サービス バインディングに対して SSL を有効にします。

ラベル 構成設定 説明

[Exchange 通知サービス] BasicHttpBinding_Exchange 
NotificationService

Exchange 通知サービスに対して SSL を有効
にします。

[SharePoint コミュニケータ
サービス]

BasicHttpBinding_SharePoint 
CommunicatorService

SharePoint コミュニケータ サービスに対して
SSL を有効にします。

[TRIM コミュニケータ サービス] BasicHttpBinding_TRIM 
CommunicatorService

TRIM コミュニケータ サービスに対して SSL
を有効にします。

[Dynamics AX コミュニケータ
サービス]

BasicHttpBinding_DynamicsAX 
CommunicatorService

DynamicsAx コミュニケータ サービスに対し
て SSL を有効にします。

[Dynamics AX 統合サービス] BasicHttpBinding_DynamicsAX 
IntegrationService

DynamicsAX 統合サービスに対して SSL を有
効にします。

[Insight データ サービス] BasicHttpBinding_InsightData
サービス

Insight データ サービスに対して SSL を有効
にします。

設定の変更は、TotalAgility Web.config に適⽤されます。

Transformation Server のみ
このセクションでは、Transformation Server を独⽴してインストールする場合の構成設定について説明
します。
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⼀般
このタブには、TotalAgility によって使⽤される Transformation Server データベース構成が表⽰されま
す。

ラベル 構成設定 説明

[メイン] MainDBConnectionString TotalAgilityデータベース サーバーのメイン データ
ベース接続⽂字列を指定します。

 データベースを変更するには、データベー
ス名を変更し、データベースが存在するサー
バーを指名します。
これをすべてのデータベースに対して実⾏しま
す。

[監査] AuditDBConnectionString TotalAgility データベース サーバーの監査データ
ベース接続⽂字列を指定します。

[終了済みジョブ] ArchiveDBConnectionString TotalAgility データベース サーバーのアーカイブ
データベース接続⽂字列を指定します。

[ステージング] ReportingStagingDBConnectio 
nString

TotalAgility データベース サーバーのレポート ス
テージング データベース接続⽂字列を指定します。

[データ センター] TenantDBConnectionString TotalAgilityデータベース サーバー向けのデータ セ
ンター データベース接続⽂字列を指定します。

 データベースを変更するには、データベー
ス名を変更し、データベースが存在するサー
バーを指名します。
この設定を使⽤できるのは、マルチテナント展
開のみです。

[展開タイプ] DeploymentType ライブや開発など、セットアップする環境のモード
を指定します。

 この設定を使⽤できるのは、マルチテナン
ト展開のみです。

Transformation Server

ラベル 構成設定 説明

[プール名] PoolName Transformation Server が処理する場合の元
になるプールを指定します。
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ラベル 構成設定 説明

[スロットの最⼤数] MaxProcessingSlotsNumber アイドル状態のバックグラウンド プロセスを
除いて、同時に実⾏できる CPU 集約型のバッ
クグラウンド プロセスの数を指定します。(デ
フォルト: 0)
処理スロットの最⼤数は、次の式を使⽤して
決定されます。
(int)Math.Round(Environment.

ProcessorCount * 1.25)

[アクティビティの順序] TransformationServiceActivityOrder 処理⽤にアクティビティが実⾏される順序を
指定します。
• アクティビティの優先度 = 0
• アクティビティの期限 = 1
• アクティビティの優先度期限 = 2
• アクティビティの期限の優先度 = 3
• ジョブの優先度 = 4
• ジョブの期限 = 5
• ジョブの優先度期限 = 6
• ジョブの期限の優先度 = 7

[予約済みスロットの数] ReservedSlotsNumber プッシュされた優先度の⾼いアクティビ
ティ (同期呼び出しなど) ⽤に予約されている
Transformation Server のスロットの数を⼊
⼒します。

[TCP/IP ポート番号] 次のセクションの baseAddress
のポート番号を参照しま
す。system.serviceModel/
services/service/host/
baseAddresses

Transformation サービスのベース アドレス
のポート番号を指定します。
Transformation Server のポート番号を⼊⼒
します。

[アクティビティのタイ
ムアウト間隔 (分単位)]

TakenActivitiesResetTimeoutInMinutes アクティビティがタイムアウトするまでの期
間を定義します。アクティビティは、対応す
るタスクが実⾏されるときのみ解放されま
す。

[ポーリング タイムアウ
ト アクティビティのリ
セット間隔 (分単位)]

ResetActivityIntervalInMinutes Transformation Server がタイムアウトした
アクティビティをチェックする頻度を指定し
ます。

[マルチテナント展開] IsMultitenantDeployment 展開がマルチテナントかオンプレミスかを⽰
します。

 選択した場合、使⽤している展開の
タイプと関連付けられたデータベースを
マルチテナントとしてインストールする
必要があります。
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ラベル 構成設定 説明

[オンライン ラーニング
の有効化]

OnlineLearningExecutionEnabled 選択した場合、この Transformation Server
インスタンスのオンライン ラーニング タスク
の処理が有効になります。

[同期アクティビティの
処理を有効化]

EnableSynchronousCalls 選択した場合、同期「プッシュ」呼び出しの
処理が有効になります。

[同期アクティビティの
みを処理]

SynchronousOnlyProcessing 選択した場合、Transformation Server は同
期キャプチャ プロセスにのみ使⽤され、⾃動
アクティビティをポーリングしないように指
定されます。

[抽出サーバー URL] ExtractServerUrl ホスト クラウド抽出サーバーの URL を指定
します。

設定の変更は、Transformation Server\Kofax.CEBPM.CPUServer.ServiceHost.exe.config
にのみ適⽤されます 。

リアル タイム Transformation サービス
このセクションでは、TotalAgility のインストール時にリアル タイム Transformation サービス モードを
選択した場合の構成設定について説明します。

Transformation Server

ラベル 構成設定 説明

[プール名] PoolName Transformation Server が処理する元のプール
を指定します。

[スロットの最⼤数] MaxProcessingSlotsNumber アイドル状態のバックグラウンド プロセスを除
いて、同時に実⾏できる CPU 集約型のバックグ
ラウンド プロセスの数を指定します。(デフォル
ト: 0)
処理スロットの最⼤数は、次の式を使⽤して決
定されます。
(int)Math.Round(Environment.

ProcessorCount * 1.25)
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ラベル 構成設定 説明

[アクティビティの順序] TransformationServiceActivityOrder 処理⽤にアクティビティが実⾏される順序を指
定します。
• アクティビティの優先度 = 0
• アクティビティの期限 = 1
• アクティビティの優先度期限 = 2
• アクティビティの期限の優先度 = 3
• ジョブの優先度 = 4
• ジョブの期限 = 5
• ジョブの優先度期限 = 6
• ジョブの期限の優先度 = 7

[予約済みスロットの数] ReservedSlotsNumber プッシュされた優先度の⾼いアクティビ
ティ (同期呼び出しなど) ⽤に予約されている
Transformation Server のスロットの数を⼊⼒
します。

[TCP/IP ポート番号] 次のセクションの baseAddress
のポート番号を参照しま
す。system.serviceModel/
services/service/host/
baseAddresses

Transformation サービスのベース アドレスの
ポート番号を指定します。
Transformation Server のポート番号を⼊⼒し
ます。

[オンライン ラーニング
の有効化]

OnlineLearningExecutionEnabled 選択した場合、この Transformation Server イ
ンスタンスのオンライン ラーニング タスクの処
理が有効になります。

[同期アクティビティの処
理を有効化]

EnableSynchronousCalls 選択した場合、同期「プッシュ」呼び出しの処
理が有効になります。

 TotalAgility をリアル タイム
Transformation サービス モードでインス
トールするように選択した場合、この設定
は読み取り専⽤で表⽰されます。

[同期アクティビティのみ
を処理]

SynchronousOnlyProcessing 選択した場合、Transformation Server は同期
キャプチャ プロセスにのみ使⽤され、⾃動アク
ティビティをポーリングしないように指定され
ます。

 TotalAgility をリアル タイム
Transformation サービス モードでインス
トールするように選択した場合、この設定
は読み取り専⽤で表⽰されます。

設定の変更は、Kofax.CEBPM.CPUServer.ServiceHost.exe.config にのみ適⽤されます 。
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統合サーバー
このセクションでは、TotalAgility 統合サーバーの構成の設定について説明します。

Web
このタブは TotalAgility オンプレミス マルチテナント統合サーバー アプリケーション サーバー、Web
サーバー、Web/アプリ⼀体型サーバーのインストール タイプに利⽤できます。

ラベル 構成設定 説明

[コア統合サービスの場所] CoreIntegrationServicesLoca 
tion

コア統合サービスの場所を指定します。

[コア サービスの場所] CoreServicesLocation コア サービスの場所を指定します。

 SSL を有効にしている場合は、HTTPS
コア サービスの場所を⼊⼒します。

[オンライン ヘルプの URL] OnlineHelpURL TotalAgility オンライン ヘルプの場所を指定し
ます。

[アンチ CSRF ターゲット ホス
ト名]

TargetHostName Anti-CSRF トークンを検証するためのターゲッ
ト名 (Web サーバーの FQDN) を指定します。
この名前は、TotalAgility Web サーバーのホス
ト/ドメイン名である必要があります。

 ホスト名は、ブラウザで指定されたも
のと同じホスト / ドメインである必要があ
ります。

[アンチ CSRF ターゲット ポー
ト番号]

TargetPortNo Anti-CSRF トークンを検証するためのターゲッ
ト ポート番号 (Web サイトのポート番号) を
指定します。これは、TotalAgility サーバーの
ポート番号である必要があります。ここでポー
ト番号を指定するのは、ブラウザの URL で必
要な場合のみです。

 ポートは、ブラウザの URL と同じ
ポート番号が必要です。
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ラベル 構成設定 説明

[Cookie にホスト プレフィッ
クスを使⽤する]

UseHostPrefixforCookies 「Cookie のホスト プレフィックス」を有
効にします。このブラウザ機能を使⽤する
と、TotalAgility Cookie 名の前に "__HOST-"
を付加して、Cookie のセキュリティを⾼める
ことができます。Cookie 名がこのフラグで
始まる場合、サポート ブラウザの Cookie に
対して追加のブラウザ ポリシーがトリガーさ
れます。Host というプレフィックスがついた
Cookie は、これが設定されている同じドメイ
ンからのみアクセスできます。つまり、サブ
ドメインでは Cookie 値を上書きできなくな
ります。また、HTTPS サイトからのみ Cookie
にアクセスできるようになります。これによ
り、攻撃者が安全ではない偽装サイトを使⽤
してセキュアな Cookie を上書きした場合で
も、Cookie が保護されます。

設定の変更は Web.config にのみ適⽤されます。

Core Worker
このタブを使⽤できるのは、TotalAgility オンプレミス マルチテナント アプリケーション サーバーと
Web/アプリ⼀体型サーバーのインストール タイプのみです。

ラベル 構成設定 説明

[コア統合サービスの場所] CoreIntegrationServicesLocation コア統合サービスの場所を指定します。

[コア サービスの場所] CoreServicesLocation コア サービスの場所を指定します。

 SSL を有効にしている場合
は、HTTPS コア サービスの場所を
⼊⼒します。

[⾃動アクティビティ スレッ
ド プール サイズ]

CoreWorkerMaxAutoActivityThreadPoolS 
ize

この設定は、⾃動アクティビティ スレッ
ド プールの最⼤サイズを指定します。ス
レッド プールのサイズがいっぱいの場
合、Core Worker は、タスクを追加する
スペースができるまで待機します。

[ワーカー タスクのポーリ
ング間隔]

CoreWorkerIntervalInSeconds システムが期限内のメモリ内のワーカー
タスクをチェックする頻度を指定しま
す。

[ワーカー タスクのタイム
アウト間隔]

CoreWorkerResetTaskIntervalInSeconds システムがタイムアウトしたワーカー タ
スクをチェックする頻度を指定します。
デフォルトでは、ワーカー タスクごとに
割り当てられるタイムアウト間隔は 300
秒です。
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ラベル 構成設定 説明

[ポーリング タイムアウト
アクティビティのリセット
間隔]

CoreWorkerResetActivityIntervalInSec 
onds

Core Worker がタイムアウトしたアク
ティビティをチェックする頻度を指定し
ます。

[アクティビティのタイムア
ウト間隔]

CoreWorkerActivityTimeoutIntervalInM 
inutes

アクティビティがタイムアウトするま
での期間を定義します。アクティビティ
は、対応するタスクが実⾏されるときの
み解放されます。

[インポートする最⼤メッ
セージ/ドキュメント数]

MaximumNumberOfMessagesToImport ドキュメントの取り込み⽤にインポート
するドキュメントまたはメッセージの最
⼤数を指定します。

[アクティビティの順序] CoreWorkerActivityOrder 処理⽤にアクティビティが実⾏される順
序を指定します。
• アクティビティの優先度 = 0
• アクティビティの期限 = 1
• アクティビティの優先度期限 = 2
• アクティビティの期限の優先度 = 3
• ジョブの優先度 = 4
• ジョブの期限 = 5
• ジョブの優先度期限 = 6
• ジョブの期限の優先度 = 7

[Import Connector 名] ImportConnectorName 管理者は、Core Worker が使⽤するイン
ポート接続を明⽰的に指定できます。(デ
フォルト: すべて)
この設定は、複数の Core Worker が設
定されている場合に便利です。

[パフォーマンス ロギング
が有効]

PerformanceLoggingEnabled ログ ファイルにログインするパフォーマ
ンス カウンターを有効にします。
パフォーマンス監視カウンターの詳細に
ついては、次のガイドを参照してくださ
い。
• 『Kofax TotalAgility 管理者ガイド』

のパフォーマンス カウンターの使⽤
⽅法に関するセクション。

• 『Kofax TotalAgility インストール ガ
イド』のパフォーマンス監視カウン
ターの追加に関するセクション。

[スレッド プール モニタリ
ング間隔]

CoreWorkerThreadPoolMonitoringInterv 
alInSeconds

スレッド プールが内部スレッドを監視
する頻度を定義します。現在、監視はス
レッドのタイムアウトをチェックするた
めに⾏われ、⾃動アクティビティ タイプ
のスレッド プールにのみ適⽤されます。
デフォルト値は 60 です。
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ラベル 構成設定 説明

[マルチテナント パフォー
マンス カウンタ]

PerformanceCountersMultitenanted 各テナントにマルチテナント パフォーマ
ンス カウンター インスタンスを作成で
きるかどうかを指定します。

[⾃動アクティビティ プール
ID]

AutoActivitiesPoolId この設定は、⾃動アクティビティのス
レッド プール ID を指定します。

[⾃動アクティビティ プール
名]

AutoActivitiesPoolName この設定は、⾃動アクティビティのス
レッド プール名を指定します。

[ジョブ スレッド プール サ
イズ]

CoreWorkerMaxJobThreadPoolSize この設定は、ジョブ スレッド プール
の最⼤サイズを指定します。スレッド
プールのサイズがいっぱいの場合、Core 
Worker は、タスクを追加するスペース
ができるまで待機します。

[プロセス アクティビティ
スレッド プール サイズ]

CoreWorkerMaxProcessActivitiesThread 
PoolSize

この設定は、プロセス アクティビティ
スレッド プールの最⼤サイズを指定しま
す。スレッド プールのサイズがいっぱい
の場合、Core Worker は、タスクを追加
するスペースができるまで待機します。

[⾃動アクティビティが⾒つ
からない間隔 (秒)]

NoAutoActivitiesFoundIntervalInSeconds この設定では、⾃動アクティビティが⾒
つからない間隔を秒単位で指定します。
⾃動アクティビティ システム タスクを
実⾏してもアクティビティが⾒つからな
い場合は、この間隔設定に基づいて、メ
モリ内システム タスクの次の期限を後で
設定する必要があります。
デフォルト値は 10 秒です。

設定の変更は Agility.Server.Core.WorkerService.exe.config および  CoreWorkerService
\Agility.Server.Core.ExportService.exe.config に適⽤されます。

ストリーミング
このタブは TotalAgility オンプレミス マルチテナント統合サーバー アプリケーション サーバー、Web
サーバー、Web/アプリ⼀体型サーバーのインストール タイプに利⽤できます。

ラベル 構成設定 説明

[ベース アドレス] 次のセクションの下の baseAddress を参照
してください。
system.serviceModel/services/
service/host/baseAddresses。

Streaming Service のベース アドレスを次
の形式で⼊⼒します。
http(s)://<Server>:<Portnum>

サーバーの FQDN とポート番号を指定しま
す。

設定の変更は Agility.Server.StreamingService.exe.config にのみ適⽤されます。
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統合サービスのバインディング
このタブを利⽤できるのは、Docker コンテナ タイプが完全インストール、Web とアプリ、アプリの場
合に対応する Docker モードのみです。

デフォルトでは、このタブのすべての設定が選択されているわけではありません。このタブを使⽤して、
次の統合サービス バインディングに対して SSL を有効にします。

ラベル 構成設定 説明

[Exchange 通知サービス] BasicHttpBinding_Exchange 
NotificationService

Exchange 通知サービスに対して SSL を有効
にします。

[SharePoint コミュニケータ
サービス]

BasicHttpBinding_SharePoint 
CommunicatorService

SharePoint コミュニケータ サービスに対して
SSL を有効にします。

[TRIM コミュニケータ サービス] BasicHttpBinding_TRIM 
CommunicatorService

TRIM コミュニケータ サービスに対して SSL
を有効にします。

[Dynamics AX コミュニケータ
サービス]

BasicHttpBinding_DynamicsAX 
CommunicatorService

DynamicsAx コミュニケータ サービスに対し
て SSL を有効にします。

[Dynamics AX 統合サービス] BasicHttpBinding_DynamicsAX 
IntegrationService

DynamicsAx 統合サービスに対して SSL を有
効にします。

[Insight データ サービス] BasicHttpBinding_InsightData
サービス

Insight データ サービスに対して SSL を有効
にします。

設定の変更は、TotalAgility Web.config に適⽤されます。

レポート サーバー
このセクションでは、レポート サーバーで使⽤されるデータベース構成について説明します。

ラベル 構成設定 説明

[メイン] MainDBConnectionString TotalAgilityデータベース サーバーのメイン データ
ベース接続⽂字列を指定します。

 データベースを変更するには、データベー
ス名を変更し、データベースが存在するサー
バーを指名します。
これをすべてのデータベースに対して実⾏しま
す。

[監査] AuditDBConnectionString TotalAgility データベース サーバーの監査データベー
ス接続⽂字列を指定します。

[終了済みジョブ] ArchiveDBConnectionString TotalAgility データベース サーバーのアーカイブ
データベース接続⽂字列を指定します。
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ラベル 構成設定 説明

[データ レイヤー] メイン データベースのテーブル
SERVER_DATA から読み取ります。

TotalAgility データベース サーバーのデータ レイ
ヤー データベース接続⽂字列を指定します。

[レポート] ReportingMainDBConnectionString TotalAgility データベース サーバーのレポート デー
タベース接続⽂字列を指定します。

[ステージング] ReportingStagingDBConnectionSt 
ring

TotalAgility データベース サーバーのレポート ス
テージング データベース接続⽂字列を指定します。

設定の変更は Kofax.CEBPM.Reporting.TAService.exe にのみ適⽤されます。
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